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地
域
経
済
を
支
え
る

商
工
業
の
振
興
を
目
指
し
て

　

本
市
は
、
平
成
21
年
に
予
定
さ
れ

て
い
る
鳥
取
自
動
車
道
の
開
通
を
見

据
え
、
活
力
あ
る
都
市
づ
く
り
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
で
あ
る
地
域
経
済
の
活

性
化
は
、
本
市
の
重
要
な
施
策
と
し

て
位
置
づ
け
、
先
端
技
術
産
業
や
関

連
産
業
の
集
積
、
産
・
学
・
官
の
連

携
に
よ
る
新
分
野
へ
の
参
入
や
新
産

業
の
創
出
、
因
州
和
紙
な
ど
の
伝
統

産
業
の
新
商
品
開
発
の
支
援
な
ど
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
特
有
の
高
い
技
術
の

蓄
積
を
基
盤
に
、
力
強
い
競
争
力
を

持
っ
た
中
小
企
業
の
育
成
促
進
や
企

業
誘
致
を
推
進
し
、
地
域
に
根
ざ
し

た
商
工
業
の
振
興
を
着
実
に
進
め
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
、
地
域
経
済
の
活
性
化

を
目
指
し
た
本
市
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

特　集

「平成 17年度グッドデザイン中小企業庁「平成 17年度グッドデザイン中小企業庁
長官特別賞」に輝き、販路開拓支援事業により海外見本市などへ長官特別賞」に輝き、販路開拓支援事業により海外見本市などへ
出品した因州和紙のランプシェード出品した因州和紙のランプシェード（右）（谷口和紙株式会社／青谷町）（右）（谷口和紙株式会社／青谷町）

　

11
月
８
日
（
水
）・
９
日
（
木
）

の
２
日
間
に
わ
た
り
、「
２
０
０
６

鳥
取
市
商
い
フ
ェ
ア
i
n
お
お
さ

か
」
を
大
阪
市
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
市
の
企
業
８
社
・
１
団
体
が

出
店
。
市
内
で
事
業
を
営
む
中
小

企
業
の
優
れ
た
商
品
、
卓
越
し
た

技
術
力
を
関
西
圏
に
広
く
紹
介
し
、

新
た
な
販
売
ル
ー
ト
の
確
保
や
新

商
品
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
大
阪
で
開

催
し
て
い
る
「
T
h
e 

商
談
会　

大
阪
も
の
づ
く
り
勧
業
展
」、「
第

19
回
東
大
阪
産
業
展 

テ
ク
ノ
メ
ッ

セ
東
大
阪
２
０
０
６
」、「
２
０
０
６

ま
い
ど
お
お
き
に
博
」
の
３
イ
ベ

ン
ト
と
同
時
に
開
催
さ
れ
、
全
イ

ベ
ン
ト
の
出
展
企
業
が
３
４
０
店
、

訪
れ
た
一
般
消
費
者
、
企
業
・
組

合
関
係
者
も
約
２
万
５
千
人
と
大

盛
況
で
し
た
。

中
小
企
業
商
い
フ
ェ
ア

中
小
企
業
商
い
フ
ェ
ア

大
阪
市
で
開
催

大
阪
市
で
開
催
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本
市
は
合
併
に
よ

り
、
地
域
資
源
・
人
材
・

技
術
が
豊
富
と
な
り
、

新
た
な
商
品
開
発
の
可

能
性
が
大
幅
に
拡
大
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
特
性
を
活
か
し
た
鳥
取
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
開
発

は
、
今
後
の
地
域
経
済
の
活
性
化
を
推

進
す
る
う
え
で
、
と
て
も
重
要
で
す
。

　

ま
た
、開
発
し
た
商
品
に
つ
い
て
は
、

販
路
開
拓
も
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

か
ら
、商
品
開
発
に
係
る
経
費
と
展
示
・

商
談
会
・
見
本
市
な
ど
に
参
加
・
出
店

す
る
経
費
を
併
せ
て
補
助
す
る
支
援
事

業
を
今
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
事
業
内
容
】

補
助
要
件　

新
商
品
の
開
発
と
展
示
会

等
販
路
開
拓
費
を
必
ず
セ
ッ
ト
で
申
請
す

る
こ
と

対
象
経
費　

役
員
報
酬
お
よ
び
接
待
費

を
除
く
す
べ
て
の
経
費

補
助
率　

２
／
３

限
度
額　

１
０
０
万
円

　

長
引
く
景
気
の
低
迷
の
中
、

新
た
に
会
社
な
ど
を
創
業・
開

業
し
よ
う
と
す
る
者
に
と
っ

て
、依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
中
、顧
客
ニ
ー
ズ
の

把
握
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調

査
の
実
施
を
経
て
、将
来
性

が
見
込
ま
れ
る
事
業
を
起

こ
す
経
費
を
補
助
す
る
支

援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
地
域
経
済
の
活

性
化
は
も
ち
ろ
ん
、
雇
用

創
出
を
図
る
た
め
に
実
施

し
て
い
る
事
業
で
す
。

【
事
業
内
容
】

補
助
要
件　

事
業
に
つ
い
て
、

顧
客
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
を
実

施
し
、
新
た
に
従
業
員
１
名
以

上
を
雇
用
す
る
こ
と

対
象
経
費　

役
員
報
酬
お
よ
び
接
待
費

を
除
く
す
べ
て
の
経
費

補
助
率　

２
／
３ 

限
度
額　

２
０
０
万
円

　

中
小
企
業
の
経
営
の
安
定
化
や
設
備

投
資
な
ど
の
促
進
を
図
り
、
本
市
の
企
業

基
盤
の
確
立
に
役
立
て
る
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
融
資
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

中
小
企
業
を
対
象
に
本
市
が
行
っ
て

い
る
制
度
の
今
年
度
（
９
月
末
時
点
）

の
実
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

新
商
品
開
発
と

新
商
品
開
発
と

販
路
開
拓
の
支
援

販
路
開
拓
の
支
援

新
規
創
業
と
開
業
支
援

新
規
創
業
と
開
業
支
援

中
小
企
業
金
融
対
策

中
小
企
業
金
融
対
策

　

我
が
社
は
、
魚
釣
り
に
使
わ
れ
る

ス
イ
ベ
ル
（
よ
り
も
ど
し
）
を
オ
リ

ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
「
ユ
ー
ジ
ー
」
と

し
て
製
造
販
売
し
て
い
る
会
社
で

す
。
今
回
、
新
商
品
開
発
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
た
と
こ
ろ
「
新
商
品
開

発
・
販
路
開
拓
支
援
事
業
」
の
一
つ

に
認
定
し
て
い
た
だ
き
、
事
業
に
は

ず
み
が
つ
き
ま
し
た
。

　

経
費
面
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
販

路
開
拓
の
面
で
、
行
政
の
力
を
借
り
、

商
談
会
や
展
示
会
な
ど
各
種
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
情
報
が
得
ら
れ
、
販
路
の

拡
大
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
先
日
、

東
京
で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
に
出
品

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
み
な
さ
ん

と
出
会
い
、
今
後
の
展
開
次
第
で
は
、

こ
の
製
品
の
特
性
を
活
か
し
た
漁
具

以
外
の
実
用
化
な
ど
の
可
能
性
も
広

が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

支
援
を
受
け
る
以
上
、
企
業
と
し

て
の
責
任
を
も
っ
て
新
商
品
開
発
を

成
功
さ
せ
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

支
援
に
よ
り
責
任
も
生
ま
れ
る

支
援
に
よ
り
責
任
も
生
ま
れ
る

植
田
漁
具
株
式
会
社 

（
鹿
野
町
） 

代
表
取
締
役　

植う
え
た田 

公こ
う
へ
い平 

さ
ん

地域経済を支える
商工業の振興を目指して

融資制度 件数 融資額
鳥取市小規模事業資金 234件 18億 5530 万円
　〃　経営改善対策特別資金 43件 14億 8530 万円
　〃　新規参入資金 75件 9億 3830 万円
　〃　同和地区中小企業特別融資 3件 1200 万円
　〃　企業立地促進資金 1件 2億 5870 万円

平成18年度 中小企業金融制度の実績平成18年度 中小企業金融制度の実績（4～9月）（4～9月）

「新規創業・開業支援事業」を受け、大人の本格
派総合紙「鳥取 SHOW-UP」の創刊号発行に励
む鳥取情報文化研究所 所長 植田英樹さん。

植田漁具株式
会社では、新
商品を開発中
であり、現在、
試作品を作る
など商品化に
向けた研究が
進められてい
ます。

内　　　容 企　業
インスタント健康茶の開発 株式会社ゼンヤクノー
因州和紙を使用したランプシェ
ードの開発 株式会社中原商店

漁具スイベル（よりもどし）の開発 植田漁具株式会社

内　　　容 企　業
企業から受注した IT 業務を共同で行う組織の設立 有限会社ウイル

タウン誌の発行と各種コンサルティング事業 鳥取情報文化研究所

土壌改良事業を中心とした環境保全事業 環境コスミック株式会社

平成18年度 新商品開発支援の決定事業内容平成18年度 新商品開発支援の決定事業内容

平成18年度 新規創業・開業支援の決定事業内容平成18年度 新規創業・開業支援の決定事業内容

鳥取市

関西
中京

関東
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本
市
で
は
、
求
職
者
の
就
労
支
援
事

業
と
し
て
、
就
職
情
報
の
収
集
（
企
業

訪
問
に
よ
る
求
人
の
開
拓
な
ど
）
と
就

職
相
談
を
専
門
と
す
る
雇
用
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
設
置
、
母
子
家
庭
へ
の
職
業
斡

旋
、
高
校
生
を
対
象
と
し
た
地
元
企
業

の
見
学
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
雇
用
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
主
な
事
業
内
容
】

■
就
職
相
談

雇
用
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
、
相
談
室
（
市

役
所
第
二
庁
舎
）
や
各
地
域
の
公
民
館

な
ど
に
出
張
し
相
談
を
実
施

■
無
料
職
業
紹
介
所

誘
致
企
業
へ
の
就
職
の
斡
旋
と
母
子
家

庭
を
対
象
に
し
た
就
職
の
斡
旋

画
の
20
万
都
市
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
テ

ー
マ
の
一
つ
に
「
地
域
に
根
ざ
し
た
商

工
業
の
振
興
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
数
値
目
標
と
し
て
平
成
27
年
度

ま
で
に
新
・
増
設
企
業
件
数
を
11
件
と

し
、
目
標
達
成
に
向
け
企
業
誘
致
促
進

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
竹
内
市
政
２
期
目
の
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
に
お
い
て
も
「
高
速
道
路
を
活

か
し
た
地
域
経
済
の
活
性
化
」と
し
て
、

４
年
間
で
８
件
以
上
の
企
業
誘
致
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
す
で
に
３

社
と
調
印
し
、
今
年
度
か
ら
来
年
度
に

か
け
、
各
社
が
事
業
を
開
始
し
ま
す
。

　

今
後
も
鳥
取
自
動
車
道
の
開
通
を
ふ

ま
え
大
阪
事
務
所
や
各
関
係
機
関
と
の

連
携
を
強
化
し
、
企
業
誘
致
の
推
進
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

活
力
あ
る
都
市
づ
く
り
を
進
め
る
上

で
雇
用
の
創
出
は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で

す
。

　

本
市
で
は
、
第
８
次
鳥
取
市
総
合
計

　

当
社
は
、
産
業
機
器
関
連
の
高

周
波
ケ
ー
ブ
ル
ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ー
ネ

ス
な
ど
電
子
部
品
の
製
造
販
売
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

鳥
取
市
に
は
こ
れ
ま
で
も
工
場

が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
、
自
動

車
用
Ｅ
Ｔ
Ｃ
、
浴
槽
テ
レ
ビ
の
複

合
ケ
ー
ブ
ル
の
増
産
、
新
規
取
引

が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
生
産
能
力

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

そ
の
拠
点
と
な
る
新
工
場
の
建
設

を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
時
に
、
鳥
取
市
よ
り
新

津
ノ
井
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致

の
お
話
し
が
あ
り
、
進
出
を
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

　

鳥
取
市
は
、
平
成
21
年
に
鳥
取

自
動
車
道
が
完
成
す
る
予
定
で
あ

り
、
開
通
す
れ
ば
利
便
性
が
飛
躍

的
に
向
上
し
ま
す
。
将
来
的
な
市

場
ニ
ー
ズ
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対

応
が
見
込
め
る
こ
と
か
ら
、
当
地

で
の
製
造
拠
点
の
拡
大
に
踏
み
切

り
ま
し
た
。

製
造
拠
点
の
拡
大
は
鳥
取
市
で

製
造
拠
点
の
拡
大
は
鳥
取
市
で

株
式
会
社
ブ
ラ
イ
ト
ン 

（
東
大
阪
市
） 

代
表
取
締
役
社
長　

村む
ら
た田 

誠せ
い
い
ち一

さ
ん

特　集

企
業
誘
致
の
促
進

企
業
誘
致
の
促
進

雇
用
対
策

雇
用
対
策

平成17年度 就労支援事業の実績平成17年度 就労支援事業の実績

平成18年度 誘致企業平成18年度 誘致企業（11月現在）（11月現在）

出張相談およ
び無料職業紹
介所では、専
門知識をもっ
た専属の雇用
アドバイザー
が応対します。

新津ノ井工業団地周辺新津ノ井工業団地周辺

事業名 相談件数 就職内定
者数

 雇用アドバイザー
 相談（出張含む） 218件 21人

 無料職業相談所 20 件 10人

株式会社ブライトン
本　　社　東大阪市（大阪）
事業概要　高周波・同軸関連ケーブル、ＥＴＣ・
カーナビ関連ケーブル、液晶ＴＶのケーブル
など産業機器関連ケーブルの製造および販売
新規常用雇用予定者数　40人

エムアンドシーシステム株式会社
本　　社　倉敷市（岡山）
事業概要　システム開発、Ｗeb・3Dデジタ
ルコンテンツ作成、ハード・ソフト・メンテ
ナンスの導入コンサルティング
新規常用雇用予定者数　15人

日本セラミック株式会社
本　　社　鳥取市
事業概要　赤外線・超音波・電流・電圧・磁
場センサーなど各種センサーとそれらの応用
製品などの開発および製造販売
新規常用雇用予定者数　30人
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産
学
官
連
携
と
は
、
大
学
や
研
究
機

関
が
持
つ
研
究
成
果
な
ど
を
、
民
間
企

業
が
活
用
す
る
こ
と
で
、
企
業
の
経
営

改
善
や
、
新
た
な
製
品
の
開
発
な
ど
に

結
び
つ
け
る
取
り
組
み
に
お
い
て
、
行

政
は
、
両
者
の
連
携
を
推
進
し
、
共
同

で
技
術
開
発
を

行
う
場
合
に
支

援
を
行
う
も
の

で
す
。

　

本
市
で
は
、

平
成
18
年
度
か

ら
地
域
経
済
の

活
性
化
と
地
場

産
業
の
育
成
を

図
る
た
め
、
市

内
の
中
小
企
業
者
が
産
学
共
同
に
よ
り

新
技
術
の
実
用
化
開
発
を
行
う
こ
と
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

【
事
業
内
容
】

対
象　

新
製
造
技
術
に
関
連
す
る
研
究

開
発
な
ど

補
助
率　

２
／
３

限
度
額　

１
０
０
万
円

　

本
市
で
は
、
地
元
の
豊
か
な
自

然
に
育
ま
れ
た
農
林
水
産
物
や
優

れ
た
技
術
に
よ
り
産
み
だ
さ
れ
た

製
造
品
の
素
晴
ら
し
さ
を
市
民
一

人
ひ
と
り
が
認
識
し
、
地
元
で
生

産
さ
れ
た
も
の
を
地
元
で
活
用
消

費
す
る
「
地
産
地
消
」
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
林
水
産
団

体
、
商
工
団
体
、
流
通
団
体
、
消

費
者
団
体
な
ど
で
構
成
す
る
地
産

地
消
推
進
協
議
会
を
設
置
し
、
各

種
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
主
な
事
業
内
容
】

■
「
地
産
地
消
の
店
」
認
定
制
度

　

地
元
の
農
林
水
産
物
を
積
極
的
に
使

用
す
る
飲
食
店
、ホ
テ
ル
、旅
館
を
「
地

産
地
消
の
店
」
と
し
て
認
定
し
、
地
産

地
消
の
普
及
を
図
っ
て
い
ま
す
。

■
伝
統
産
業
の
振
興

　

本
市
に
は
因
州
和
紙
や
陶
磁
器
な
ど

手
仕
事
に
よ
る
伝
統
工
芸
が
受
け
継
が

れ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
伝
統
工
芸
の

生
産
拡
大
を
支
援
す
る
と
と
も
に
技
術

や
知
識
を
伝
承
す
る
た
め
の
後
継
者
育

成
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、「
夢
が
あ
り
誇
り
の
も
て

る
20
万
都
市
」
実
現
の
た
め
に
、
企

業
の
新
た
な
事
業
展
開
を
誘
導
し
て

活
力
を
生
か
せ
る
よ
う
支
援
策
を
検

討
し
、
一
層
の
成
果
が
上
が
る
施
策

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。　

ま
た
鳥
取
自
動
車
道
開
通
が
、
地

場
産
業
振
興
や
企
業
誘
致
促
進
な
ど

に
結
び
つ
く
よ
う
、
み
な
さ
ん
の
ア

イ
デ
ア
を
集
結
し
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ

る
方
策
の
実
施
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
第
２
庁
舎

産
業
振
興
課 

（
０
８
５
７
）20̶

３
２
２
２

　

昨
年
度
は
、
本
市
と
韓
国
清
州

市
の
姉
妹
都
市
提
携
15
周
年
を
記

念
し
て
、
平
成
18
年
２
月
17
日
に

「
日
韓
産
学
官
連
携
交
流
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
両
都
市
の

共
同
発
展
と
地
域
経
済
の
活
性
化

に
向
け
、
双
方
各
関
係
機
関
が
産

学
官
連
携
を
積
極
的
に
推
進
し
よ

う
と
共
同
宣
言
し
、
互
い
に
協
力

し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
実
際
の
商
品
開
発

に
お
け
る
成
功
談
、
失
敗
談
な
ど

を
通
じ
、
よ
り
効
果
的
な
産
学
官

連
携
の
あ
り
方
を
考
え
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

平
成
19
年
１
月
31
日
（
水
）

と
こ
ろ　

県
民
文
化
会
館

地域経済を支える
商工業の振興を目指して

産
学
官
連
携
に
よ
る

産
学
官
連
携
に
よ
る

新
技
術
の
研
究
と
開
発

新
技
術
の
研
究
と
開
発

研究内容 企業 研究機関
ホルムアルデヒド吸着分解機能を有す
る塗料用添加剤の開発 大村塗料株式会社 鳥取大学

工学部

地域学習コミュニティー向け自己啓発
組織化型遠隔学習支援システムの開発

アカデミアシステ
ム株式会社

鳥取大学
工学部

次世代の発光拡散技術の開発とイルミ
ネーション分野への応用 クレオ有限会社 鳥取県産業

技術センター

地
産
地
消
の
推
進

地
産
地
消
の
推
進

平成18年度 産学官連携支援の決定事業内容平成18年度 産学官連携支援の決定事業内容

産
学
官
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

産
学
官
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

一
層
の
支
援
策
を
実
施

一
層
の
支
援
策
を
実
施

伝統の技による手すきの画仙紙（因州
和紙）など昔から地域に伝わる、伝統
工芸を絶やさぬよう後継者育成などに
も取り組んでいます。

研究委託事業と
して湖山池の水
質浄化やその有
効利用に関する
研究を鳥取大学
へ委託していま
す。

日韓産学官連携交流フォーラム
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行
財
政
改
革
大
綱
で
は
、『
市

民
等
と
の
協
働
』『
顧
客
重
視
』『
健

全
財
政
』『
効
果
的
な
業
務
プ
ロ

セ
ス
』『
高
度
な
執
行
体
制
』
の

５
本
の
柱
を
立
て
て
い
ま
す
。

　

こ
の
柱
に
沿
っ
て
、「
市
民
と

の
協
働
に
よ
る
都
市
経
営
の
推

進
」
な
ど
24
の
施
策
を
定
め
、
施

策
は
さ
ら
に
、
64
の
事
務
事
業
で

構
成
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
の
計
画
と
実
施
結

果
と
の
比
較
で
は
、
担
当
課
が
示

し
た
計
画
ど
お
り
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
実
施
し
た
も
の
が
49
事
業
、

計
画
を
前
倒
し
し
て
実
施
し
た
も

の
が
２
事
業
、
当
初
の
計
画
か
ら

遅
れ
て
実
施
し
た
も
の
が
13
事
業

で
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
平
成
17
年
度
末
で

完
了
し
た
も
の
が
５
事
業
、
検
討

を
行
い
実
施
の
必
要
が
な
く
な
っ

た
も
の
が
３
事
業
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
残
る
56
事
業
は
、
本
年
度
以

降
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
行
き

ま
す
（
７
ペ
ー
ジ
表
１
参
照
）。

行
財
政
改
革
の
取
り
組
み

行
財
政
改
革
の
取
り
組
み

　本市では合併以来、最重要施策の１つとして行財政改革を
推進しています。その指針となるのが、平成 17年 3月に策
定した「第四次鳥取市行財政改革大綱」です。
　大綱では、平成 17年度から平成 21年度までの 5年間を
構想期間として、「将来にわたり市民の行政需要に対応可能
な、簡素で効率的な都市経営の実現」を目指すこととし、行
政コストの削減や予算の重点配分による行政サービスの質の
向上などに取り組んでいます。
　本年度は、集中的改革実施期間として位置づけている平成
17年度から 19年度までの中間の年です。
　そこで今回は、行財政改革の進捗状況と現在までの成果に
ついてお知らせします。

簡
素
で
効
率
的
な

簡
素
で
効
率
的
な

都
市
経
営
を
目
指
し
て

都
市
経
営
を
目
指
し
て

行
革
の
５
本
の
柱

行
革
の
５
本
の
柱
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■特集■特集

（表１）

　

平
成
17
年
度
に
本
市
が
交
付
し

た
５
５
１
全
て
の
補
助
金
制
度
を

対
象
に
、
整
理
合
理
化
方
針
に
基

づ
き
、
事
業
効
果
な
ど
を
検
証
し

ま
し
た
。
本
年
度
は
３
８
９
と
な

り
、
予
算
規
模
で
は
約
10
㌫
の
削

減
と
な
り
ま
し
た
。

■
財
政
削
減
効
果

　

業
務
内
容
な
ど
委
託
契
約
の
見

直
し
や
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

を
実
施
し
、
委
託
料
の
適
正
化
に

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。な
お
、

現
在
ま
で
に
２
２
２
施
設
で
指
定

管
理
者
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

■
財
政
削
減
効
果（
指
定
管
理
者
制
度
）

行財政改革の取り組み

5 つ
の柱

第4次行財政改革大綱に基づく
事務事業（実施計画）の内容

○引き続き実施
◎ 17年度で完了
×検討し実施しない

市
民
な
ど
と
の
協
働

市民参画と市民活動の推進に関する条例
に沿った施策の着実な推進 ○

住民自治基本条例の検討 ○
市民・職員のコスト意識醸成の促進 ○
ミニ公募債の発行 ○
アウトソーシング（外部委託）の推進 ○
審議会、委員会などの整理統合による運
営の効率化 ○

審議会、委員会などの新設の際のチェッ
クシステムの構築 ○

「審議会等の設置・運営等に関する基準」
の見直しと基準の運用管理 ○

顧
客
重
視

市民の声データベースの構築と適切な運
用管理 ○

イベント、講演会などのスケジュール調
整のシステム化 ○

ホームページでの情報提供管理の徹底 ○
CATVの情報提供企画番組の充実 ○
ワンストップサービスの充実 ×
ISO9001 に適合した品質マネジメント
システムの効果的な見直しと適切な運用
の徹底

○

電子申請システムの導入 ○

健
全
財
政

市有公共施設の統廃合の推進 ○
補助金の整理合理化 ○
委託料の適正化 ○
口座振替制度の推進 ○
滞納者へのペナルティの検討 ○
徴収体制の強化 ○
国民健康保険料の「税」化の検討 ×
使用料、手数料などの見直し ○
ごみ収集の有料化の検討とごみ減量化の推進 ○
財産管理の一元化の検討および利活用計
画の作成 ○

枠予算配分方式による部への予算編成権
委譲の推進 ○

行政評価システムの見直しと適正な運用 ○
市が経常的に財政的援助をしているまた
は事務局の庶務を担当している諸団体の
整理統合

○

事業立案に際し、PFI による財源確保を
検討しなければならない基準の作成 ○

合併特例債の有効活用 ○
予算執行前チェックのシステム化の検討 ○
電子調達システムをはじめとする厳正な
入札の仕組みの検討 ○

ISO14001 に適合した環境マネジメン
トシステムの効果的な見直しと適切な運
用の徹底

○

適切な随意契約を行うためのガイドライ
ンの作成と実行 ○

予算編成過程の公表 ○
各部主要事業の進捗状況の公表 ○
予算執行月例報告のホームページでの公表 ○
指定管理者制度活用ガイドラインの作成
と運用の徹底 ○

効
率
的
な
業
務
プ
ロ
セ
ス

第 8次総合計画の戦略計画化 ○
IT 推進行動計画の見直し ○
電子決裁システムの導入 ○
電子申請システムの導入（再掲） ○
情報戦略の横断的な検討 ◎
定期人事異動時期の見直しの検討 ○
外郭団体経営評価の実施と外郭団体改革
アクションプランの策定 ○

外郭団体役職員の任用ルールの明確化と
徹底 ◎

外郭団体間連絡調整会議の設置 ○
ＰＤＣＡサイクルを内包したマネジメン
トシステムの構築 ○

高
度
な
執
行
体
制

入札・契約を一元的に所掌する部署の検討 ○
庶務の一元化の推進 ×
組織機構を所掌する部署と人事を所掌す
る部署の分離の検討 ◎

管理（人、物、予算）部門との一体的な
行財政改革が推進できる体制の整備 ◎

チームスタッフ庁内公募制の導入 ○
「鳥取市人材育成基本方針」の見直し ○
職員満足度調査の定期実施 ○
職員の専門研修受講結果を一元管理する
仕組みの構築 ◎

特定の管理職ポストの庁内公募制の導入 ○
管理職希望降任制度の導入 ○
シフト勤務の検討 ○
定員適正化計画の見直しと推進 ○
業務を定量的に把握する仕組みの検討 ○
職員評価制度の在り方の見直し ○
各種手当の見直し ○
業績評価と連動した給与体系の検討 ○

補
助
金
の
整
理
合
理
化

補
助
金
の
整
理
合
理
化

委
託
料
の
適
正
化

委
託
料
の
適
正
化

鳥取市行財政改革大綱の概要

施策施策
「市民との協「市民との協
働による都市働による都市
経営の推進」経営の推進」
など など ３施策３施策

事務事業事務事業
８事業８事業

施策施策
「「総合計画に総合計画に
おける事業執おける事業執
行管理の徹底行管理の徹底」」
など など ５施策５施策

事務事業事務事業
１０事業１０事業

施策施策
「「市民ニーズ市民ニーズ
の把握と適切の把握と適切
な対応の徹底な対応の徹底」」
など など ３施策３施策

事務事業事務事業
７事業７事業

施策施策
「長期的に持「長期的に持
続可能な健全続可能な健全
財政の堅持」財政の堅持」
など など 8施策8施策

事務事業事務事業
２３事業２３事業

施策施策
「組織・機構「組織・機構
の見直し」の見直し」
など など ５施策５施策

事務事業事務事業
１６事業１６事業

市
民
な
ど
と
の
協
働

市
民
な
ど
と
の
協
働顧

客
重
視

顧
客
重
視

健
全
財
政

健
全
財
政

高
度
な
執
行
体
制

高
度
な
執
行
体
制

効
率
的
な
業
務
プ
ロ
セ
ス

効
率
的
な
業
務
プ
ロ
セ
ス

24施策
64事業

補
助
金
予
算
額
（
当
初
）

平
成
17
年
度

34
億
５
３
５
０
万
円

平
成
18
年
度

31
億　

６
５
６
万
円

削
減
効
果

３
億
４
６
９
４
万
円

（
10
㌫
減
）

指
定
管
理
施
設
委
託
料
予
算
額（
当
初
）

平
成
17
年
度

12
億
６
９
４
１
万
円

平
成
18
年
度

11
億
３
３
３
１
万
円

削
減
効
果

１
億
３
６
１
０
万
円

（
10
・
７
㌫
減
）



　日経産業消費研究所などが全国 779 市・東京
23区を対象に実施した「第 5回行政サービス調査

（平成 18年 9月 1日）」の集計結果がまとまりました。本市は「行政
革新度」では前回の総合 75位から、総合 40位になりました。
　この調査は、平成 10年から隔年で実施されているもので、各自治
体の透明度、効率化・活性化度、市民参加度、利便度の 4つの要素
から行政の改革度合いを評価するものです。
　中国・四国地方の 85市のうち、100 位以内に入っているのは本市
を含め、岡山市（29位）、松山市（48位）、広島市（55位）の４市
のみという結果でした。
　前回 2年前の調査と比較すると、本市は総合偏差値が 63.52 から
68.49 へ上昇し、個別の指標の偏差値で見ると、透明度評価、効率化・
活性化度評価、市民参加度評価、利便度評価が、いずれも 60以上と
高く、全国的に見てもバランスの取れた行政サービスを行っている自
治体であるとの評価を受けています。

8とっとり市報 2006.12.1

行政革新度

  ※ AA…70～ 80未満
　   　      A…60～ 70未満 A…60～ 70未満
      BBB…55～ 60未満BBB…55～ 60未満
　 　   BB…50～ 55未満BB…50～ 55未満

指　　標 今 回
偏差値

前 回
偏差値

総 合 評 価 68.49 A 63.52 A

透明度評価 A BB

効 率 化・
活性化度評価 A BBB

市民参加度評価 A AA

利便度評価 A A

総合ランキング 40位 75位

　

合
併
に
と
も
な
い
増
大
し
た
本

市
の
職
員
数
に
つ
い
て
は
、
新

市
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
続
き
、
平

成
18
年
度
か
ら
平
成
22
年
度
ま
で

を
計
画
期
間
と
す
る
「
鳥
取
市

定
員
適
正
化
計
画
」
を
策
定
し
、

１
３
２
人
削
減
を
目
標
に
進
め
て

い
ま
す
。
計
画
の
最
終
年
で
あ
る

平
成
22
年
度
当
初
に
お
け
る
職
員

数
は
、
合
併
時
点
の
１
５
７
２
人

か
ら
１
４
４
０
人
に
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
（
下
表
２
参
照
）。

　

こ
れ
は
、
事
務
事
業
を
精
査

し
、
民
間
委
託
の
推
進
、
電
子
自

治
体
化
の
推
進
に
よ
る
業
務
の
効

率
化
、
退
職
者
の
補
充
の
抑
制
な

ど
に
よ
り
実
現
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
と

並
行
し
、
引
き
続
き
職
員
の
能
力

開
発
を
進
め
な
が
ら
適
正
配
置
に

努
め
ま
す
。

■
財
政
削
減
効
果

　

さ
ら
な
る
削
減
の
必
要
性
か

ら
、
予
算
編
成
時
に
お
い
て
、
経

常
的
経
費
に
つ
い
て
も
節
減
合
理

化
を
徹
底
し
、
目
標
削
減
率
を
上

回
る
13
・
２
㌫
削
減
し
ま
し
た
。

■
財
政
削
減
効
果

　

こ
の
よ
う
な
平
成
17
年
度
の
行

財
政
改
革
の
取
り
組
み
の
結
果
、

平
成
18
年
度
当
初
予
算
で
は
、
約

12
億
円
の
財
政
的
な
削
減
効
果
が

あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
本
市
の
行
財
政
改
革
大

綱
に
基
づ
き
、
効
率
的
な
都
市
経

営
の
実
現
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

総合40位へ大幅に躍進！総合40位へ大幅に躍進！
対象：全国779 市と東京23区対象：全国779 市と東京23区

（平成18年 9月1日調査）（平成18年 9月1日調査）

適
正
化
計
画
に
よ
る

適
正
化
計
画
に
よ
る

定
員
の
見
直
し

定
員
の
見
直
し

定員適正化計画の年次別推進目標
平成16年
11月 1日 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

職員数 1572人 1551人 1539人 1525人 1500人 1470人 1440人
増減数 ▲21人 ▲12人 ▲14人 ▲25人 ▲30人 ▲30人

増 減率 ▲1.3％ ▲0.8％ ▲0.9％ ▲1.6％ ▲2.0％ ▲2.0％

累計増減数 ▲21人 ▲33人 ▲47人 ▲72人 ▲102人 ▲ 132人
累計増減率 ▲1.3％ ▲ 2.1％ ▲ 3.0％ ▲ 4.6％ ▲ 6.5％ ▲ 8.4％
実 績 1551人 1514人 ー ー ー ー

ランキング
第５回行政サービス調査

■評価の概要

（表2）

削
減
効
果
は

削
減
効
果
は
　　
億
円
億
円

1212

経
費
削
減
の
徹
底

経
費
削
減
の
徹
底

人
件
費
予
算
額
（
当
初
）

平
成
17
年
度
１
０
５
億
８
５
２
６
万
円

平
成
18
年
度
１
０
２
億
４
７
６
３
万
円

削
減
効
果

３
億
３
７
６
３
万
円

（
３
・
２
㌫
減
）

経
常
経
費
予
算
額
（
当
初
）

平
成
17
年
度

29
億
２
５
０
２
万
円

平
成
18
年
度

25
億
３
９
７
２
万
円

削
減
効
果

３
億
８
５
３
０
万
円

（
13
・
２
㌫
減
）
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平
成
17
年
度
当
初
予
算
か
ら
予

算
の
編
成
過
程
に
お
い
て
、
市
民

生
活
と
関
わ
り
が
深
い
事
業
の
査

定
状
況
な
ど
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
、
予
算
案
の
確
定
段
階
に

つ
い
て
も
、
そ
の
内
容
を
公
表
し

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
後
を
展
望
し
た
取

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
本
庁
舎

行
財
政
改
革
課 

（
０
８
５
７
）

20̶

３
１
６
４

■特集■特集

行財政改革の取り組み
品
質管

理の国際規格

ISO9001

　社会環境の変化など、時とともに変わるお客様のニ
ーズに柔軟に対応し、お客様を満足させる品質の製品・
サービスを提供したいと考える企業などの経営手法と
して、国際標準化機構（I

インターナショナル

nternational　O
オーガニゼーション

rganization 
f
フォー

or 　S
　スタンダーディ

tandardiz
ゼーション

ation: ＩＳＯ）が有効と考えた、経
営者の責任、資源の運用管理、顧客とのコミュニケー
ションなどのあり方を定めたマネジメントシステム
（経営管理）の国際規格です。

ISO9001 とは！

　「ＩＳＯ 9001」を認証
取得している市は、全国で
もわずか 32 市であり、環
境の国際規格である「ＩＳＯ
14001」と併せて認証取得し
ているのは、中・四国地方の
市町村（首長部局）の中で、唯一、
本市だけです。

中・四国地方では本市だけ！
ISO9001 ＆ ISO14001

市民サービスの充実
・向上への取り組み

り
組
み
と
し
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
有
効
性
や
課
題
な
ど
を
検
証
す

る
仕
組
み
で
あ
る
「
行
政
評
価
」

を
、
本
年
度
か
ら
本
格
導
入
し
ま

し
た
（
図
１
参
照
）。

■行政評価制度

予
算
編
成
過
程
の
公
表
と

予
算
編
成
過
程
の
公
表
と

行
政
評
価
制
度
の
本
格
導
入

行
政
評
価
制
度
の
本
格
導
入

　

こ
の
行
政
評
価
に
基
づ
き
、
総

合
計
画
の
進
行
管
理
を
行
い
、
予

算
編
成
と
連
動
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
総
合
計
画
の
着
実
な
実
施
や

重
点
的
な
予
算
配
分
が
可
能
と
な

り
、
限
ら
れ
た
予
算
を
有
効
に
活

用
す
る
こ
と
で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
っ
て
行
き
ま
す
。

（図1）

　市民の要望に沿った行政サービスの充実・向上のた
めの仕組みづくりとして、市民と直接接する機会が特
に多い市民税課、固定資産税課、収税課、市民課（行
政サービスコーナーを含む）、高齢社会課、児童家庭課、
生活福祉課、保険年金課の8課を対象に、平成 16 年
3 月、品質管理の国際規格である「ＩＳＯ 9001」を
認証取得しました。
　来年 1月には、初めての更新審査を受けますが、シ
ステムの運用によって、顧客（市民）重視の考えに基
づき、市民のみなさんから信頼していただける行政サ
ービスの提供を日々心がけています。

行政評価行政評価

事業見直し予算編成

基本政策

政策

施策

実施計画

事務事業

第
８
次
鳥
取
市
総
合
計
画

第
８
次
鳥
取
市
総
合
計
画
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ご意見のあて先、資料の
配置場所はこちらです！

提出方法　様式は問いません。住所・氏名を明記のう
え、郵送、ファクシミリ、電子メール、持参のいずれかで
資料配置　12月 1日（金）から市役所本庁舎総合案
内所／市役所第２庁舎教育総務課／市役所駅南庁舎総
合窓口／各総合支所教育委員会分室／各中央公民館／
中央図書館、用瀬図書館、気高図書館
※鳥取市ホームページにも掲載して
います（アドレスは25ページ）。
提出期限　12月 28日 ( 木 ) 必着
提出・問い合わせ先　生涯学習課
（文化センター内・吉方温泉三丁目） 
（0857）20－3363 （0857）20-3364
電子メールkyo-gakusyu@city.tottori.tottori.jp

みなさんのご意見をみなさんのご意見を
お寄せくださいお寄せください

鳥取市子どもの読書活動推進計画（案）鳥取市子どもの読書活動推進計画（案）
市民政策コメント

計画の概要

　

近
年
、
テ
レ
ビ
、
ビ
デ
オ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
メ
デ
ィ

ア
の
発
達
・
普
及
や
生
活
環
境
の
変
化
が

幼
児
期
か
ら
の
読
書
習
慣
に
大
き
な
影
響

を
与
え
、
子
ど
も
た
ち
の
「
読
書
離
れ
」

が
進
ん
で
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

読
書
は
、
言
葉
を
学
び
、
感
性
を
磨
き

表
現
力
を
高
め
、
創
造
力
を
豊
か
な
も
の

に
し
、
人
生
を
よ
り
深
く
生
き
る
力
を
身

に
付
け
て
い
く
う
え
で
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
で
す
。
子
ど
も
の
成
長
に
と
っ

て
大
切
な
読
書
を
社
会
全
体
で
進
め
て
い

く
た
め
に
、国
は
、平
成
13
年
12
月
に
「
子

ど
も
の
読
書
活
動
に
関
す
る
法
律
」
を
公

家庭における子どもの読書活動の推進

　子どもの読書離れが進んでいる中、子どもたちが自ら
進んで読書ができる環境づくりと家庭、地域、学校がそ
れぞれ相互に連携・協力しながら推進体制を整備するこ
とを目的としています。子どもたちが読書への関心を高
め、より豊かな人生を送るための願いを込めて、関係者
の意見を反映させながら作成しました。
　この計画では、次の３つの柱を建てています。

布
・
施
行
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
が
「
子

ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
に
関
す
る
施
策

に
つ
い
て
の
計
画
」
を
策
定
・
公
表
す
る

こ
と
と
さ
れ
、
県
で
は
、
平
成
16
年
４
月

に
「
鳥
取
県
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
ビ

ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
、
県
と
し
て
の
施
策
の

方
向
性
や
取
り
組
み
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
も
、
策
定
委
員
会
を
組
織
し
、

国
・
県
が
定
め
た
基
本
方
針
な
ど
に
基
づ

き
協
議
を
重
ね
、「
鳥
取
市
子
ど
も
の
読
書

活
動
推
進
計
画（
案
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画（
案
）に
つ
い
て
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

目　的

1 子どもたちの生活の中に本と親しむ機会の提供
2子どもたちが、読書への関心を持ち、意欲を高
めるための環境整備の充実
3子どもの読書の意義について啓発・広報

基本方針

　推進のための方策は、次の５つで構成しています。
推進計画

　家庭で読書に対する関心を高めていくための方策が盛り
込まれています。乳幼児期からの読書への取り組みについ
て、ブックスタート、地域や図書館とのネットワークづく
りなどを通して家庭での読書活動を推進します。

　市立図書館を中心とした図書ネットワークづくりと図書
提供サービスの充実や、地域の拠点としての公民館や児童
館の取り組みを通して、子どもたちにとって身近な地域で
の読書活動を推進します。

地域における子どもの読書活動の推進

学校などにおける読書活動の推進

　学校図書館の環境整備、読書センター機能の充実、学習情
報センター機能の充実、読書活動に関わる人材育成の４分野
で計画を作成し推進します。また、保育園、幼稚園の推進方
策や障害のある子どもの読書活動の支援を実施します。

啓発・広報の推進

　啓発・広報の推進は、子どもの読書活動を推進する上で
重要な要素となっています。子どもへの読書活動の意義に
ついて大人の理解を高めるための広報や「子ども読書の日」
などの啓発を市報をはじめとするあらゆるメディアを通し
て展開します。

推進体制の整備

　策定した計画の検証や子どもの読書活動推進について連
携のあり方をまとめました。

生涯学習課生涯学習課  
  森本幸範 課長森本幸範 課長

ご
意
見
お
待
ち

し
て
い
ま
す
！



11 Tottori City News Letter  2006.12.1

12 月 13日（水）～ 22日（金）

●飲酒運転は絶対しない！させない！
　飲酒運転による交通事故が全国的な社会問題
となっています。これからの時期は飲酒の機会
が多くなりますが、一人ひとりが交通安全の意
識を持ち、飲酒運転の根絶をめざしましょう。
■飲酒運転は運転者だけの責任ではありません。
　飲酒運転と知りながら、車を運転してもらった
り、お酒を勧めたりするのは禁止されています。「飲
んだら乗るな。乗るなら飲むな、飲ませるな」を
実行しましょう。
■もう大丈夫。本当に大丈夫？
　飲酒後の体内アルコールの分解速度は、飲酒量・
時間・体格・体調によって異なります。「飲酒後何
時間経てば大丈夫」という目安はありません。ま
た二日酔いでも飲酒運転になります。

違反
種別

呼気1㍑中の
アルコール
濃度

点
数

処分内容（前
歴無しの場合） 罰則

酒酔い
運転

25
点

運転免許の
取り消し（欠
格期間2年）

3年以下の懲役
または50万円
以下の罰金

酒気帯
び運転

0.25㎎以上
13
点

運転免許の
停止

（90日間） 1年以下の懲役
または30万円
以下の罰金0.15㎎以上

0.25㎎未満
6
点

運転免許の
停止

（30日間）

年末の交通安全県民運動

問い合わせ先　
市役所本庁舎協働推進課
（0857）20-3182

その一杯 
勧めたあなたも 
共犯者

運動の重点事項
・飲酒運転の根絶
・子どもと高齢者の交通事故防止
・後部座席を含むシートベルトとチャイルドシートの着用の徹底

●自転車のルールの徹底とマナーを向上しよう！
　最近、自転車利用者の交通ルール違反やマナ
ーの悪さが目立っています。自転車は道路交通
法上では、車両の一種になります。ルールを守
らない悪質な違反者に対してはそれぞれ罰則が
あります。利用者は交通事故に遭わないように、
また歩行者に優しい安全運転に心がけましょう。
　自転車は車道を通行しなければい
けません。その際は、車道の左側に
寄って通行しましょう。
　ただし、自転車の歩道通行可の標
識がある区間では、自転車も歩道を
通行することができますが、次のル
ールを守って運転しなければいけま
せん。
①歩道の中央から車道寄りを徐行して進行する。
②歩行者の通行の妨げとならないようにする。

※処分は一例です。

■自転車の主な禁止行為

※ 16 歳以上の運転者が、6歳未満の幼児を補助イスなど
を設けて乗せる場合は可能です。

市民みんなで市民みんなで
取り組もう取り組もう
交通安全交通安全

informationPickup

■飲酒運転の罰則

『歩道は歩行者が優先』です。
マナーをもって安全運転を心がけましょう。

違反種別 罰則

酒酔い運転
3年以下の懲役または
50万円以下の罰金

信号無視 3カ月以下の懲役または
5万円以下の罰金一時不停止

夜間無灯火 5万円以下の罰金

二人乗り※ 2万円以下の罰金または
科料並進運転この標識のある

区間では歩道
（車道側）を通
行できます。

スローガン
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く
。
そ
ん
な
砂
像
の
魅
力
に
ハ
マ

っ
て
し
ま
っ
た
」
と
話
し
ま
す
。

一
方
、
そ
れ
ま
で
砂
で
作
る
も

の
と
い
え
ば
小
さ
い
頃
遊
ん
だ
砂

山
く
ら
い
し
か
な
か
っ
た
岡
野
さ

ん
は
、
研
究
会
の
チ
ラ
シ
を
見
て

「
な
ん
か
面
白
そ
う
」
と
入
会
を
決

め
た
そ
う
で
す
。「
砂
丘
は
、
私

た
ち
福
部
の
住
民
に
と
っ
て
、
あ

っ
て
当
然
の
風
景
。
好
き
と
か
嫌

い
と
か
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た

が
、
砂
像
造
り
の
た
め
に
毎
日
の

よ
う
に
足
を
運
び
、
き
れ
い
な
夕

日
や
、
雪
化
粧
を
し
た
砂
丘
を
目

に
す
る
う
ち
に
、
砂
丘
の
美
し
さ

を
実
感
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

と
照
れ
く
さ
そ
う
に
話
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、『
砂
像
』
っ
て
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
？
文
字
ど
お
り

砂
で
で
き
た
像
の
こ
と
で
す
が
、

実
際
に
目
に
す
る
と
「
こ
れ
が
砂

で
出
来
て
る
の
？
」
と
、
そ
の
美

し
さ
に
思
わ
ず
見
と
れ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

こ
の
砂
の
像
の
虜と
り
こに
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
が
、今
回
紹
介
す
る「
ふ

く
べ
砂
像
研
究
会
」
の
み
な
さ
ん

で
す
。
５
、６
年
前
か
ら
、
旧
福

部
村
役
場
の
職
員
な
ど
が
、
鳥
取

砂
丘
で
行
わ
れ
て
い
た
砂
像
造
り

を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

16
年
、
活
動
を
ワ
ン
ラ
ン
ク
・
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
せ
よ
う
と
発
足

し
ま
し
た
。現
在
の
会
員
は
15
名
、

砂
の
魅
力
に
取
り
憑つ

か
れ
た
人
ば

か
り
で
す
。

こ
の
中
で
中
心
と
な
っ
て
活
動

し
て
い
る
の
が
、
発
足
前
か
ら
砂

像
造
り
を
手
伝
っ
て
い
る
濱
本
さ

ん
と
、
入
っ
て
２
年
目
の
岡
野
さ

ん
。
と
も
に
地
元
の
ら
っ
き
ょ
う

農
家
で
す
。

濱
本
さ
ん
は
、
当
時
、
福
部
村

役
場
で
臨
時
職
員
と
し
て
働
い
て

い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
砂
像
造

り
を
手
伝
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。「
そ
れ
ま
で
砂
一
面
の
何
も

な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
思
い
描
い

た
作
品
が
次
々
と
生
ま
れ
て
い

「砂丘」と「砂像」
どちらも見てください！

砂
像
造
り
で
一
番
大
事
な
の
は

土
台
作
り
。
使
う
の
は
砂
と
水
だ

け
。
木
枠
に
砂
を
入
れ
、
砂
と
同

じ
く
ら
い
の
水
を
注
ぎ
込
み
、
水

が
下
が
り
、
砂
と
砂
の
間
の
空
気

が
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
作
業
を

何
回
か
繰
り
返
す
こ
と
で
、
堅
い

砂
の
塊
が
で
き
る
の
で
す
。
こ
の

作
業
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
、
木

枠
を
外
し
た
だ
け
で
砂
が
崩
れ
た

り
、
思
う
よ
う
に
彫
れ
な
か
っ
た

り
し
ま
す
。
鳥
取
砂
丘
の
砂
は
、

粒
が
細
か
く
、
大
き
さ
が
揃
っ
て

い
る
た
め
、
特
に
固
ま
り
に
く
く

ふくべふくべ
砂像研究会砂像研究会

砂
に
ま
み
れ
て
砂
に
ハ
マ
る
！

砂
丘
の
魅
力
新
発
見

左 濱 本　幸 信 さん
  Yukinobu  Hamamoto

右 岡 野  　巧 さん
  Takumi  Okano  

美
し
く
儚

は
か
な

い
砂
で

究
極
の
砂
遊
び
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自主制作番組『とっとりウオーキング』【放送】毎週日・月

手話番組『手話でコミュニケーション』【放送】毎週金・土

静止画文字情報『鳥取市からのお知らせ』

農業番組『いなばアグリタイム』【放送】毎週水・木

鳥取市行政番組
『こんにちは鳥取市です』　【放送】毎週金・土

《12月の番組ガイド》

【今月の特集】

イベント・募集・相談などの
各種お知らせを、番組と番組
の間に、繰り返し放送します。

《放送時間》
① 6：30 ② 7：30 ③ 8：30 ④ 9：30 ⑤ 10：30
⑥ 11：30 ⑦ 12：30 ⑧ 13：30 ⑨ 14：30 ⑩ 15：30
⑪ 16：30 ⑫ 17：30 ⑬ 18：30 ⑭ 19：30 ⑮ 20：30
⑯ 21：30 ⑰ 22：30

　鳥取市の各種行事やお知らせを手話で紹介します。ま
た、手軽な手話講座「やさしい手話」をお送りしています。

情報をお寄せください！
　いなばぴょんぴょんネット　　 （0857）22ー6111
※放送予定は予告なく変更することがあります。
　番組はホームページでも紹介しています。
　http://www.inabapyonpyon.net

　鳥取市の施策や事業の
取り組み状況、各種行事、
お知らせを紹介します。

　　　

国
際
大
会
で
の
優
勝
経
験
を

持
ち
、
今
は
、
砂
像
を
造
る
た
め

こ
こ
何
年
か
鳥
取
に
来
て
い
る
、

茶
圓
勝
彦
さ
ん
の
手
伝
い
を
し
な

が
ら
砂
像
造
り
を
勉
強
中
の
お
二

人
。
茶
圓
さ
ん
の
指
導
の
下
、
日

に
日
に
腕
を
あ
げ
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
目
標
に
つ
い
て
、
濱
本

さ
ん
は
「
今
は
ま
だ
手
伝
う
こ
と

し
か
で
き
な
い
が
、
い
ず
れ
自
分
た

ち
だ
け
の
手
で
一
か
ら
作
品
を
造

り
上
げ
て
み
た
い
」、
岡
野
さ
ん
は

「
い
つ
に
な
る
か
分
か
ら
な
い
が
ワ

ー
ル
ド
ク
ラ
ス
の
実
力
を
つ
け
た

作
業
は
難
し
い
そ
う
で
す
。
や
っ

と
の
思
い
で
完
成
し
た
砂
像
の
表

面
に
、
牛
乳
を
主
成
分
と
し
た
凝

固
材
を
拭
き
つ
け
て
、
表
面
を
コ

ー
テ
ィ
ン
グ
し
、
完
成
。
少
々
の

雨
風
な
ら
し
の
げ
ま
す
。

昨
年
、
初
め
て
参
加
し
た
鹿
児

島
県
の
吹
上
浜
で
の
砂
の
彫
刻
国

内
選
手
権
大
会
で
は
、
砂
の
違
い

に
唖
然
。「
吹
上
浜
の
砂
は
、
目
が

粗
く
て
固
ま
り
や
す
く
作
業
が
し

や
す
か
っ
た
。
で
も
で
き
上
が
っ

た
作
品
の
色
は
、
灰
色
っ
ぽ
く
て

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
様
だ
っ
た
。
一

方
、
鳥
取
砂
丘
の
砂
は
ま
さ
に
サ

ン
ド
ベ
ー
ジ
ュ
、
色
が
き
れ
い
で

柔
ら
か
い
印
象
で
す
。
そ
し
て
、

見
栄
え
が
い
い
」
と
、
濱
本
さ
ん

は
鳥
取
砂
丘
の
砂
を
絶
賛
し
ま
す
。

と
は
言
え
、
崩
れ
や
す
い
鳥
取

砂
丘
の
砂
。
作
業
は
苦
労
の
連
続

で
す
。
や
っ
と
の
思
い
で
造
っ
た

像
が
、
翌
日
に
は
崩
れ
、
ま
た
一

か
ら
や
り
直
す
こ
と
も
し
ば
し

ば
。「
自
然
の
も
の
だ
か
ら
仕
方
な

い
。
崩
れ
た
ら
そ
の
部
分
を
修
正

を
し
て
い
く
。
思
い
通
り
に
は
な

ら
な
い
が
、
自
分
自
身
が
自
然
の

一
部
に
な
っ
た
よ
う
に
創
作
活
動

を
行
う
。
そ
こ
が
ま
た
面
白
い
。」

と
濱
本
さ
ん
。

雨
や
風
、
そ
し
て
砂
。
日
々
の

自
然
と
の
闘
い
は
、
ら
っ
き
ょ
う

作
り
の
厳
し
さ
と
似
て
い
ま
す
。

いなば

ぴょんぴょんネット

 ・鳥取市十大ニュース
 ・2009 因幡の祭典（仮称）基本構想
 ・ 小規模校特別転入制度

　二十世紀梨の選定など、来年の収穫に向けた農作業の
様子や、各地の農産加工品づくりの話題をお送りします。

　恒例の巨大イルミネーションづくりの話題や、地産
地消のおせち料理講習会の模様などをお伝えします。

小規模校特別転入制度対象校小規模校特別転入制度対象校

NEW『こんにちは鳥取市です』　【放送】毎週火　
　市内のイベント・祭・展覧会などを盛りだくさん
に紹介します。
《企画コーナー》
図書館だより・きょうの給食・まちなかギャラリーなど

い
」
と
、
二
人
と
も
意
欲
的
で
す
。

砂
丘
情
報
館
「
サ
ン
ド
パ
ル
と

っ
と
り
」
に
隣
接
に
し
た
『
砂
の

美
術
館
』。
そ
こ
に
展
示
し
て
あ

る
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
生
家
の

砂
像
は
、
デ
ザ
イ
ン
だ
け
は
茶
圓

さ
ん
が
描
き
ま
し
た
が
、
作
業
は

す
べ
て
研
究
会
が
し
た
も
の
で

す
。「
見
劣
り
し
な
い
よ
う
、
一

生
懸
命
、
丁
寧
に
作
り
ま
し
た
」

と
濱
本
さ
ん
は
胸
を
張
り
ま
す
。

ふ
く
べ
砂
像
研
究
会
が
参
加

し
、
茶
圓
さ
ん
と
、
イ
タ
リ
ア
か

ら
こ
の
た
め
に
来
日
し
た
世
界
的

砂
像
彫
刻
家
の
レ
オ
ナ
ル
ド
さ
ん

が
制
作
し
た
『
砂
の
美
術
館
』
の

砂
像
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

目
標
は
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス

の
砂
像
彫
刻
家

特別番組　市民健康ひろば健康づくり講演会
『食育のすすめ～大切なものを失った日本人～』
　服
はっとり

部幸
ゆきお

應さんを招いて行われた講演会の模様をお送り
します。【放送】1日（金）～5日（火）14：00～

《放送時間》
① 7：00 ② 10：00 ③ 13：00 ④ 18：00 ⑤ 21：00

瑞穂小学校（気高町）瑞穂小学校（気高町）

特別番組　住民自治基本条例フォーラム
　「みんなで考えよう！協働のまちづくり」をテーマに開催さ
れたフォーラムの模様をお送りします。【放送】12月中旬予定

お好み焼きのヘラもお好み焼きのヘラも
立派な道具です。立派な道具です。

これは砂像教室で作ったこれは砂像教室で作った
もの。教室を希望されるもの。教室を希望される
人はサンドパルまで。人はサンドパルまで。



文化・芸術の功績を表彰 文化・芸術の功績を表彰 

　11 月 3 日（金）、市の文化・芸術

の振興に功績のあった人をたたえる

「鳥取市文化賞」の贈呈式が仁風閣で

行われました。今年度は郷土史の中

林保さん、能（謡曲）の田中宏さん、

そして民踊の梅津洋子さんの 3人が

受賞されましたのでご紹介します。

気高町勝見
［郷土史］

中林 保さん
業 績
　長年にわたり、古代・中世・近世における因幡、

伯耆の郷土史を研究され、特に歴史地理学の面で優

れた業績をあげられており、『日本歴史地理総説』

古代編（古川弘文館）など共著が多数あるほか、『歴

史地理紀要』などにも論文を発表されています。

　また、『鳥取県史』、『新修鳥取市史』などに執筆されるなど、その成果は、

平成 9年（1997）年刊行の大著『因幡・伯耆の町と街道』として結実、交通

史（水上、陸上、街道）や中世・近世の城郭研究など、郷土史理解に多大な

る業績を残されています。

なかばやしたもつ・73歳

西町一丁目
［能（謡曲）］

田中 宏さん

たなかひろし・72歳

業 績
　今日まで県内を中心に各種催事や事業における民

謡・音頭の選曲、振り付け・指導を行い、その普及

振興にあたられるなど、幅広い経験に基づく卓越し

た指導力と実績が高く評価されています。

　その間、昭和 45（1970）年には、鳥取県民踊指導

者連盟設立に関わり、初代会長に就任するとともに、全日本民踊指導者連盟

常任幹事など要職を歴任、さらに、平成16（2004）年からは、鳥取県文化団

体連合会会長として活躍、民舞・民踊を通じた国際親善にも尽力され活動の舞

台を拡げられています。

業 績
　昭和39（1964）年の観

かんぜりゅう

世流入門以来、40年の長きに

わたり能楽活動を続けられ、その間、昭和49（1974）

年には、「鳥取青
せいらん

嵐会」、「鳥取馬
うまの

野青
せい

諷
ふう

会」と合同し、「鳥

取観世流連合会」の結成に尽力されました。以来、連

合会として毎年鳥取市文化祭に参加し、伝統芸能の奥

深い魅力を伝えるとともに、平成13（2001）年からは、喜多・宝生も合わせた謡

曲三流をまとめる鳥取県謡曲連合会の会長として、普及と研鑽に努めておられます。

　また、その一方で多くの能楽舞台でシテをつとめられるなど、現役能楽士とし

ての活動も続けておられます。

平成 18年度平成 18年度  鳥取市文化賞鳥取市文化賞

受賞者紹介

鹿野町今市
［民踊］

梅津 洋子さん

うめづようこ・72歳
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いのち・愛・人権

350350

　

過
去
２
度
に
わ
た
る
世
界
大
戦
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
戦
争
や
紛
争
に
よ
っ
て

多
く
の
尊
い
人
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
戦

争
は
、
わ
た
し
た
ち
の
生
命
や
自
由
を
奪

う
最
大
の
人
権
侵
害
で
す
。
こ
の
反
省
に

立
ち
、
１
９
４
８
年
（
昭
和
23
年
）
12
月

10
日
、国
際
連
合
第
３
会
総
会
に
お
い
て
、

人
権
の
尊
重
が
平
和
の
基
盤
で
あ
る
こ
と

を
世
界
に
訴
え
る
「
世
界
人
権
宣
言
」
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
人
権
宣
言
は
、
世
界
各
国
の
憲
法

や
法
律
、
国
際
会
議
に
取
り
入
れ
ら
れ
る

な
ど
、
世
界
共
通
の
人
権
尊
重
の
基
準
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

世
界
の
歴
史
の
う
え
で
大
き
な
意
義
を

持
つ
こ
の
「
人
権
宣
言
」
を
記
念
し
て
、

日
本
で
は
毎
年
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で

の
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
精
神
を
考
え
人
権

に
つ
い
て
学
ぶ
催
し
が
、
全
国
各
地
で
行

わ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
本
庁
舎
人
権
推

進
課
（
０
８
５
７
）
20̶
３
１
４
４

世
界
人
権
宣
言
を
記
念
し
て

世
界
人
権
宣
言
を
記
念
し
て

■問い合わせ先　 鳥取県人権局人権推進課
　　　　　　　　   （0857）26－7110

200万人＝我が国総人口の 1.55 ㌫200万人＝我が国総人口の 1.55 ㌫
世界人権宣言第２条について考える！世界人権宣言第２条について考える！

　200万人！これは、何を表している数字なのでしょうか？
　外国人登録法により、90日以上滞在する外国人に登録が義務
づけられた 2005 年末の在日外国人の数です。その数は過去最高
を記録し、我が国総人口の 1.55 ㌫を占めており、鳥取県内では
2005 年度末現在、5000 人、鳥取市内で 1600 人の在日外国人
が暮らしています。世界人権宣言の第２条の中には、「個人の属
する国または地域が独立国であると、信託統治地域であると、非
自治地域であると、またはほかのなんらかの主権制限の下にある
とを問わず、その国または地域の政治上、管轄上または国際上の
地位に基づくいかなる差別もしてはならない」とうたわれていま
す。我が国では国際化や多国籍化などにより、文化や考え方の違
いなどから新たな人権問題が発生しています。今後、在日外国人
の数はさらに増加することが予想されていますが、私たちは、国
や文化などの違いに左右されることなく、互いを認め合う人権が
尊重された社会にすることが求められています。

■と　き　12月 10日（日）
　　　　　午前10時～午後4時55分
■ところ　　鳥取県民文化会館　小ホール
■内　容　　 ▽映画「子ギツネヘレン」／午前 10時～
　　　　　 ▽開会式および人権標語、ポスター・人権作
　　　　　　文コンテスト表彰式／午後１時～
　　　　　 ▽人権作文朗読／午後１時 50分～
　　　　　 ▽映画「もっこす元気な愛」／午後2時25分～
　　　　　 ▽トークショー（映画監督の寺

てらだ

田靖
やすのり

範さんほか）

第58回人権週間行事第58回人権週間行事

人権週間フォーラム人権週間フォーラム

■問い合わせ先　 財団法人鳥取市人権情報センター
　　　　　　　　   （0857）24－3125

■と　き　12月 9日（土）
　　　　　午後1時 30分～4時30分
■ところ　　鳥取市解放センター　３階大ホール
■内　容　　3 人のゲストと会場のみなさんで創るリレートーク
　　　　　 ▽“ムラの誇り”を絵本に　 ▽“ふるさと”を語る
　　　　　 ▽“ふるさと”を唄う
■ゲスト　　大

おおが

賀喜
よし こ

子さん（日之出絵本製作実行委員会）
　　　　　宮

みやざき

崎裕
ひろゆき

之さん（願児我楽夢キーボード演奏者）
　　　　　金

キム

　泰
テ ズ

九さん（「らい予防法違憲国賠訴訟」原告団）

ヒューマンライツトークヒューマンライツトーク

「ふるさと「ふるさと　～もうひとつのストーリー　～もうひとつのストーリー」」

12月4日（月）～ 10日（日）
人権週間人権週間

世界人権宣言（抜粋）世界人権宣言（抜粋）

【第１条】

私たちはみな、生まれなが
らにして自由です。

１人ひとりがかけがえのな
い人間です。

【第2条】

私たちはみな、意見の違い
や生まれ、男、女、

宗教、人種、ことば、皮膚
の色、の違いによ

って差別するべきではあり
ません。また、ど

んな国に生きていようと、
その権利にかわり

はありません。

【第6条】

私たちはみな、法律に守ら
れて、人として生

きることができます。

【第18条】

すべて人は、思想、良心と
宗教の自由の権利

をもっています。

【第19条】

すべて人は、意見、表現の
自由の権利をもっ

ています。

※※わかりやすく翻訳してい
ます。わかりやすく翻訳していま
す。
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　11月 11日 ( 土 )、合併 2周年と福島県郡山市との姉妹都市提携 1周年を
記念した「とっとりきらめき祭」が市民会館で開催されました。3回目とな
る今回は、合唱をテーマに市内の 13団体が出演し、童謡や唱歌など懐かし
いメロディーを響かせました。また、全日本合唱コンクールにおいて 28年
連続で金賞を受賞している郡山市の福島県立安

あさかれいめい

積黎明高校合唱部がゲスト出
演し、澄み切った歌声を披露。会場からは惜しみない拍手が送られました。

姉妹都市提携 1周年を祝う

市民会館

　11月12日（日）、「五しの里フェスタ第 24 回佐治ふるさと祭り」が佐
治小学校で開催されました。地元グループによる手作り味噌や梨カレー、
梨シャーべットなどが並ぶ「じげの味コーナー」やシシ鍋汁が無料でふる
まわれるなど趣向を凝らした企画に来場者は大喜び。なかでも人気を呼
んだのが、みなさんにハッスルしていただこうと地名にちなんで企画した
「サジ投げ大会」。1㍍もある大きなさじを的めがけて投げ点数を競うこ
の競技に参加者は苦労していましたが、佐治の「五し」にちなんだ賞品
を受け取るとみなさん嬉しそうでした。

佐治でさじを投げてみました

佐治小学校

　鹿野町の一大イベント「鹿野わったいな祭」が 10月 28 日 ( 土 )、
29 日 ( 日 ) の両日、鹿野町中央公民館など 4会場で行われ、家族連
れなど約 1万 6千人が城下町鹿野を訪れました。この祭りは、地域
住民による鹿野の活性化をめざす行事で、7回目となる今年はフリー
マーケット「ええもん市」やそば打ち体験のほか、マグロの解体ショ
ーが実演され、会場は大賑わい。秋晴れの心地よい天気の中、県内外
から多くのわったいな祭ファンが詰めかけ、楽しいひとときを過ごし
ました。

秋の鹿野でわったいな祭

鹿野地域

　11月 4日 ( 土 )、青谷町農林漁業者トレーニングセンターで、青谷町
内のスポーツ少年団の交流会が行われ、普段は野球やバレー、卓球など
のスポーツで汗を流している 98人の子どもたちが参加しました。10チ
ームに別れた子どもたちは、「氷上のチェス」の別名を持つ人気スポーツ
「カーリング」を参考にして生まれた、体育館の床を利用して行う「カロ
ーリング」などで競い合いました。初めのうちはお互いぎこちなかった
子どもたちも、力を合わせて戦っていく中で親睦を深め、最後の食事会
では楽しかった一日を笑顔で語り合っていました。

青谷町農林漁業者トレーニングセンター

スポーツで親睦深める
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郷土が生んだ偉才、田
たなかかんろう

中寒樓を語る会

河原歴史民俗資料館

　11月 3日 ( 金 )、芝生を敷き詰めた緑豊かな公園として生まれ変わ
った弥生公園の開園式が行われました。式には、地元関係者や、企画
立案に中心的役割を果たした同公園再整備基本計画ワーキンググルー
プのメンバーが出席。テープカットを行って開園を祝いました。式が終
わると、開園を待ち望んでいた親子連れが早速訪れ、青空の下、芝生
の上でお弁当をひろげていました。今後は、芝生の維持管理などを地
元住民のみなさんが行っていく市民協働型の公園として親しまれてい
くことになります。

緑豊かに生まれ変わりました

弥生公園

　11月 4日 (土 )、河原歴史民俗資料館で、明治から大正にかけて活躍
した俳・歌人の「田中寒樓を語る会」が開催されました。寒樓の軸物や
色紙などが展示された会場で田中寒樓顕彰会の会員による解読や説明な
どが行われた後、テープに録音された寒樓の貴重な肉声が披露され、朴
とつとした語りが集まった人たちの笑いを誘っていました。この日は第
29回河原町文化祭も行われ、会場の河原町中央公民館には町内のみなさ
んの短歌、川柳の作品や陶芸、書、絵画などの展示もあり、ジゲの文化
の華と香りを感じる秋の一日となりました。

　11月 3日 ( 金 )、国府町中央公民館を主会場に「万葉のふる里こくふ
まつり」が開催されました。国府中学校吹奏楽部の演奏でスタートした祭
りは、漫才師の海

うなばら

原しおりさんを迎えての記念講演、商工会主催の大ビン
ゴ大会などが行われ、芸能発表会では町内各公民館で活動を行っているグ
ループの熱のこもった演技に観客は大いに盛り上がりました。そのほか、
殿ダム工事の資料展示や各種団体によるバザーなどもあり、約 1300 人が
つめかけた会場はまつり気分一色でした。

国府町中央公民館周辺

万葉のふる里こくふまつり

　全国一斉に行われる「秋の火災予防週間」期間中の11月14日(火)、
用瀬町内の 3つの保育園で園児による防火パレードが実施されまし
た。あいにくの雨で屋内でのパレードとなりましたが、法被を着た園
児たちは、消防署員や地元消防団員、そして会場に集まったそれぞれ
の家族に「火遊びは絶対にしません」と防火の誓いをするなど、元気
よく火災予防を訴えていました。

「火遊びは絶対にしません」

用瀬地域

自分の中の偏見に気づこう

気高町体育館

　11月 4日 (土 )、松本サリン事件の被害者、河
こうのよしゆき

野義行さんを講師に、人
権・同和問題研究集会が開催され、多くの聴衆が会場の気高町体育館に訪
れました。平成6年 6月に起こった「松本サリン事件」の第1通報者で
ありながら、警察はもとよりマスコミや社会から犯人扱いされ、心身とも
に追い詰められていた時、「妻が生きていてくれたこと、子どもたちが自
分を信じてくれていたこと、自分をみじんも疑わない友人が傍らにいたこ
とで頑張ることができた」と当時を振り返り、先入観や風評、一部の情報
だけで物事を判断することの危険性を切々と訴えられました。



と
き　

平
成
19
年
１
月
４
日
（
木
）

正
午
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

鳥
取
（
今
町
二
丁
目
）

会
費　

１
５
０
０
円　

※
申
し
込
み

の
時
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

12
月
１
日
（
金
）
〜
12

日
（
火
）

申
込
先　

▽
市
役
所
本
庁
舎
総
合
案

内
所 

▽
市
役
所
本
庁
舎
総
務
課　

▽
市
役
所
駅
南
庁
舎
総
合
窓
口　

▽

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
本
庁
舎
総

務
課 

（
０
８
５
７
）20̶

３
１
０
２

と
き　

平
成
19
年
１
月
７
日
（
日
）

午
後
２
時

と
こ
ろ　

県
民
文
化
会
館　

梨
花
ホ

ー
ル

対
象　

昭
和
61
年
４
月
２
日
〜
昭
和

62
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

※
11
月
１
日
現
在
で
鳥
取
市
に
住
所

が
あ
る
人
に
案
内
状
を
送
付
し
て
い

ま
す
が
、な
く
て
も
入
場
で
き
ま
す
。

※
会
場
周
辺
道
路
は
大
変
混
雑
し
ま

す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し

余
裕
を
も
っ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課
（
市

文
化
セ
ン
タ
ー
内
）
（
０
８
５
７
）

20̶

３
３
６
３

　　

固
定
資
産
税
は
、
毎

年
１
月
１
日
を
基
準
日

と
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

家
屋
を
取
り
壊
さ
れ
た
場
合
は
、

早
め
に
滅
失
届
を
固
定
資
産
税
課
へ

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
住
宅
以
外
の
家
屋
（
事
務

所
・
店
舗
・
倉
庫
な
ど
）
を
改
造
・

改
装
し
て
住
宅
用
に
用
途
変
更
し
た

場
合
は
、
住
宅
の
敷
地
の
税
額
を
軽

減
す
る
特
例
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
場
合
も
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
家
屋
の
取
り
壊
し
や
用
途

の
変
更
な
ど
で
、
法
務
局
に
滅
失
・

表
示
変
更
登
記
を
し
た
場
合
は
、
届

け
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
駅
南
庁

舎
固
定
資
産
税
課
（
０
８
５
７
）

２
０̶

３
４
２
４

と
き　

1
月
３
日
（
水
）
午
前
10
時

コ
ー
ス　

鳥
取
西
高
玄
関
前
広
場
発
着

①
フ
ァ
ミ
リ
ー（
１
キ
ロ
）　

②
１
・
５

キ
ロ　

③
３
キ
ロ　

④
５
キ
ロ

※
小
学
生
は
①
ま
た
は
②
、
幼
児
は

①
の
み
で
す
。（
保
護
者
同
伴
）

参
加
料　

無
料

申
込
受
付　

当
日
午
前
９
時
か
ら
、

会
場
で
受
け
付
け

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
第
２
庁
舎

体
育
課 

（
０
８
５
７
）20̶

３
３
７
１

※
雨
天
お
よ
び
積
雪
の
場
合
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
、小
学
生
は
中
止
し
ま
す
。ま

た
、
状
況
に
よ
っ
て
は
全
コ
ー
ス
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。お
問
い
合

わ
せ
は
当
日
の
午
前
８
時
以
降
に
市

役
所（
０
８
５
７
）22̶

８
１
１
１
ま
で
。

　

旬
の
野
菜
や
生
活
用
品
、
正
月
準

備
品
な
ど
を
安
く
販
売
し
ま
す
。
当

日
は
、ご
み
の
減
量
化
の
た
め
マ
イ

バ
ッ
ク
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
傘
の
骨
修
理
（
１
カ
所
50
円
）
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
午
前
10

時
か
ら
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
（
１

ロ
ー
ル
）
の
無
料
配
布
、
午
前
11
時

か
ら
県
産
米
の
お
に
ぎ
り
の
試
食

（
各
先
着
２
０
０
人
）
も
行
い
ま
す
。

と
き　

12
月
24
日
（
日
）
午
前
９
時

〜
正
午

と
こ
ろ　

市
民
会
館
（
掛
出
町
）

◇
出
店
者
募
集　

出
店
料　

５
０
０
円

募
集
店
舗　

日
用
品
・
雑
貨
／
野
菜
・

魚
・
加
工
品　

各
15
店
舗

申
込
期
間　

12
月
１
日
（
金
）
〜
８

日
（
金
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
30
分
（
土
・
日
を
除
く
）

※
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
と
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

鳥
取
市
消

費
者
団
体
連
絡
協
議
会
（
市
役
所
本

庁
舎
協
働
推
進
課
内
）
（
０
８
５
７
）

20̶

３
１
８
２

　

第
49
回
市
民
体
育
祭

は
、
全
18
種
目
で
熱
い

戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
総
合
成
績
上

位
３
校
区
の
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。
た
く

さ
ん
の
ご
参
加
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
19
年
鳥
取
市
成
人
式

市
民
合
同
祝
賀
会

家
屋
の
取
り
壊
し
・

用
途
変
更
な
ど
の
届
出
を

山
の
手
マ
ラ
ソ
ン

鳥
取
市
民
体
育
祭
総
合
成
績

１　

位

１　

位
２　

位

２　

位

３　

位

３　

位

AA
グ
ル
ー
プ

グ
ル
ー
プ

美　

保

美　

保
美
保
南

美
保
南

浜　

坂

浜　

坂

BB
グ
ル
ー
プ

グ
ル
ー
プ

津
ノ
井

津
ノ
井
富　

桑

富　

桑

美　

和

美　

和

CC
グ
ル
ー
プ

グ
ル
ー
プ

倉　

田

倉　

田
遷　

喬

遷　

喬

東　

郷

東　

郷

In
fo

r
m

a
tio

n
In

fo
r
m

a
tio

n

情報ひろば
■各総合支所　
国府 （0857）39ー0555／福部 （0857）75ー2111
河原 （0858）76ー3111／用瀬 （0858）87ー2111
佐治 （0858）88ー0211／気高 （0857）82ー0011
鹿野 （0857）84ー2011／青谷 （0857）85ー0011

お知らせ

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
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※
成
績
の
詳
細
は
、
鳥
取
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
ア
ド
レ

ス
は
21
ペ
ー
ジ
）。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
第
２
庁
舎

体
育
課
（
０
８
５
７
）20̶

３
３
７
１

　　

12
月
31
日
現
在
で
、
製
造
業
を
営

む
事
業
所
を
対
象
に
、
工
業
統
計
調

査
を
実
施
し
ま
す
。
12
月
中
旬
か
ら

調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
本
庁
舎
総

務
課 

）
（
０
８
５
７
）20̶

３
１
５
６

申
込
受
付　

12
月
４
日
（
月
）
〜

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

家
族
塾

Aオ

ル

ト

l
t
同
窓
会 

（
０
８
５
７
）
28̶

２
６
６
６

申
込
期
間　

12
月
１
日
（
金
）
〜
20

日
（
水
）

申
込
方
法　

入
園
を
希
望
す
る
保
育

園
で
申
込
書
を
受
け
取
り
、
直
接
提

出問
い
合
わ
せ
先　

各
保
育
園
／
市
役

所
駅
南
庁
舎
児
童
家
庭
課 

（
０
８

５
７
）20̶

３
４
６
４
／
各
総
合
支
所

福
祉
保
健
課（
12
ペ
ー
ジ
上
記
参
照
）

と
き　

12
月
16
日（
土
）午
後
２
〜
４
時

と
こ
ろ　

県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
４
階

（
扇
町
）

内
容　

講
演
会
／
講
師 

和い
ず
み泉
広ひ
ろ
え恵

さ
ん
（
財
団
法
人 

ひ
ょ
う
ご
震
災

記
念
21
世
紀
研
究
機
構 

少
子
・
家

庭
政
策
研
究
所　

主
任
研
究
員
）

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、

通
学
の
人

参
加
費　

３
０
０
円（
資
料
代
な
ど
）

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

と
き　

12
月
25
〜
27
日
（
月
〜
水
）

計
３
回
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

市
民
体
育
館（
吉
成
三
丁
目
）

受
講
料　

１
５
０
０
円
（
ス
ポ
ー
ツ

保
険
料
含
む
）

定
員　

各
日
50
人 

計
１
５
０
人

申
込
方
法　

受
講
料
を
添
え
て
直
接

市
民
体
育
館
ま
で

申
込
期
間　

12
月
４
日
（
月
）
〜
14

日
（
木
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
体
育

館 

（
０
８
５
７
）24̶

５
２
２
２

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

男
女
共
同
参
画
市
民
自
主
企
画
イ
ベ
ン
ト

「
こ
こ
か
ら
の
家
族
〜
少
子
化
社

会
に
お
け
る
家
族
の
姿
〜
」

平
成
19
年
度
保
育
園
入
園
受
付

小
学
生
フ
ッ
ト
サ
ル
教
室

　日本は世界一の長寿国、人生80年時代を迎
えました。しかし、歯の寿命は大変短く、まだ50年時
代が続いています。
　歯を失う原因でもある「歯周病」がもっとも増悪化す
るのは40歳代からです。この機会に歯周疾患検診（ふ
しめ歯科検診）を受け、歯の健康を見直しましょう。
対象者　40歳・50歳・60歳・70歳
 （平成19年 3月 31日現在）
ところ　県東部地区の歯科医院
受診料　500円（自己負担金）
期　間　平成 19年 2月 28日まで
※事前に歯科医院へ予約し、市から送付の「ふしめ歯科
検診受診券」（「平成18年度健康診査受診券」と同封）
を受診の際歯科医院へ持参してください。

■問い合わせ先
　県東部歯科医師会  （0857）23－3197　

中央保健センター  （0857）20－3195

歯周疾患検診（ふしめ歯科
検診）を受けましょう！

国保料納付（相談）
休日及び夜間窓口開設
国保料納付（相談）
休日及び夜間窓口開設
　下記のとおり、保険料納付や納付相談窓口を開設し
ますのでご利用ください。

と　き 　 12 月 14 日（木）午後 5時 30分～ 8時

　 　 　 　 12 月 17 日（日）午前 9時～午後 4時

　 　 　 　 12 月 19 日（火）午後 5時 30分～ 8時
ところ　市役所駅南庁舎保険年金課 
 国民健康保険窓口（16番窓口）

■問い合わせ先
　市役所駅南庁舎保険年金課  （0857）20－ 3483

市道の除雪について
　国、県、市は、それぞれが管理する道路の除雪を行っ
ており、本市はバス路線を中心に除雪をしています。生
活道路など自宅周辺の雪かきについては、市民のみなさ
んのご協力をお願いします。なお、除雪車が家の前や歩
道に除雪した雪を積み上げてしまうことがありますが、
ご理解をお願いします。
　また、路上駐車は除雪作業に支障をきたしますので、
おやめください。

凍結防止剤について
　凍結し滑りやすい橋や坂道付近に「凍結防止剤」を置
いています。これは路面が凍結したときや凍結の恐れが
あるときには、散布するために置いてあるものです。
　基本的には道路管理者が散布しますが、凍結の恐れが
ある時はご自由にお使いください。

雪が積もったらご協力を！雪が積もったらご協力を！

■問い合わせ先
　市役所本庁舎道路管理課 （0857）20-3261
　各総合支所産業建設課（14ページ上段参照）
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In
fo

r
m

a
tio

n

　　

本
市
で
は
、
市
民
が
主
役
の
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の

「
住
民
自
治
基
本
条
例
（
仮
称
）」
の

制
定
に
向
け
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

公
募
委
員
を
中
心
と
し
た
検
討
委

員
会
に
参
加
い
た
だ
き
、
条
例
の
素

案
を
一
緒
に
作
り
ま
し
ょ
う
。

公
募
人
数　

15
人

応
募
資
格　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
を
し
て
い
る
18
歳
以
上
（
平

成
18
年
12
月
１
日
現
在
）
で
高
校
生

を
除
く

任
期　

平
成
19
年
１
月
〜
平
成
20
年

３
月
31
日

報
酬　

１
０
０
０
円
（
交
通
費
）
／
回

会
議
の
開
催　

月
１
回
程
度

応
募
方
法　
「
応
募
の
動
機
」「
こ
れ

ま
で
関
わ
っ
て
い
る
市
民
・
地
域
活

動
」「
市
民
と
行
政
と
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
の
考
え
」
を

４
０
０
〜
１
２
０
０
字
程
度
に
ま
と

め
、
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・

生
年
月
日
・
職
業
（
学
校
・
団
体
）・

電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
持
参
、

郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
。

選
考
方
法　

書
類
審
査
の
一
次
選
考

と
面
接
審
査
の
二
次
選
考

応
募
期
限　

12
月
28
日
（
木
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
本

庁
舎
協
働
推
進
課 

（
０
８
５
７
）

20̶

３
１
８
１
・

（
０
８
５
７
）

21̶

１
５
９
４

電
子
メ
ー
ルkyodosuishin@

city.
tottori.tottori.jp

内
容　

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関
す
る

重
要
事
項
に
つ
い
て
の
調
査
お
よ
び

審
議

公
募
人
数　

３
人
程
度

任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

会
議
の
開
催　

年
２
回
程
度

報
酬　

９
０
０
０
円
／
回

応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上

（
平
成
18
年
12
月
１
日
現
在
）
で
、

平
日
開
催
の
会
議
に
出
席
可
能
な
人

応
募
方
法　
「
鳥
取
市
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
つ
い
て
思
う
こ
と
」
を

４
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
の

う
え
、
持
参
ま
た
は
郵
送
で

※
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
の
う
え

決
定
し
ま
す
。

応
募
期
限　

平
成
19
年
１
月
４
日

（
木
）
必
着

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員

会
体
育
課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
３
階
） 

（
０
８
５
７
）20̶

３
３
７
１

業
種　

▽
臨
時
：
保
育
士
・
調
理
員
・

看
護
師
▽
嘱
託
：
保
育
士
・
調
理
員
・

看
護
師

応
募
資
格　

お
お
む
ね
60
歳
ま
で

必
要
書
類　

▽
保
育
士
：
履
歴
書
・

保
育
士
証
の
写
し
▽
看
護
師
：
履

歴
書
・
資
格
証
明
書
の
写
し
▽
調
理

員
：
履
歴
書

募
集
期
間　

平
成
19
年
１
月
５
日

（
金
）
〜
19
日
（
金
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
駅

南
庁
舎
児
童
家
庭
課
（
０
８
５
７
）

20̶

３
４
６
２

テ
ー
マ　
「
ミ
ニ
門
松
を

つ
く
ろ
う
〜
お
正
月
を

迎
え
る
玄
関
に
〜
」

と
き　

12
月
19
日
（
火
）

午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

福
祉
文
化
会
館
４
階

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
５
０
０
円

申
込
期
間　

12
月
４
日
（
月
）
〜
12

日
（
火
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
30
分
（
土
・
日
を
除
く
）

※
筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

鳥
取
市
緑

花
協
会
（
協
働
推
進
課
内
）
（
０

８
５
７
）
20̶

３
１
８
２

内
容　

水
道
事
業
の
重
要
な
事
項
の

調
査
お
よ
び
審
議

公
募
人
数　

３
人

応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上

（
平
成
18
年
４
月
１
日
現
在
）
で
、

平
日
開
催
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人

任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

報
酬　

９
０
０
０
円
／
回

会
議
の
開
催　

年
３
回
程
度

応
募
方
法　
「
鳥
取
市
の
水
道
に
つ

い
て
」を
８
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番

号
を
明
記
の
う
え
、
持
参
、
郵
送
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で

※
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
の
う
え

決
定
し
ま
す
。

応
募
期
限　

12
月
22
日
（
金
）
必
着

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

水
道
局

花
づ
く
り
講
習
会

鳥
取
市
水
道
事
業
審
議
会
委
員

鳥
取
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興

審
議
会
委
員

住
民
自
治
基
本
条
例

検
討
委
員
会
委
員

募　集

平
成
19
年
度
市
立
保
育
園

臨
時
・
嘱
託
職
員
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総
務
課
（
〒
６
８
０

－

１
１
３
２
国

安
２
１
０
番
地
３
）

（
０
８
５

７
）
53̶

７
９
１
３
・

（
０
８
５

７
）
53̶

７
８
０
２
・
電
子
メ
ー
ル

koubo@
w
ater.tottori.tottori.jp

　　

近
隣
、
家
族
、
職
場
内
で
の
ト
ラ
ブ

ル
、
子
ど
も
、
女
性
、
高
齢
者
に
関

す
る
困
り
ご
と
な
ど
、
人
権
問
題
全

般
に
関
す
る
相
談
に
、
人
権
擁
護
委

員
が
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

と
き　
12
月
20
日（
火
）午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

さ
ざ
ん
か
会
館（
富
安
二
丁
目
）

問
い
合
わ
せ
先　

鳥
取
地
方
法
務
局
人

権
擁
護
課
（
０
８
５
７
）22̶

２
２
８
９

相
談
日　

平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で（
土・日
・祝
日
は
休
み
）

と
こ
ろ　

鳥
取
自
動
車
保
険
請
求
相

談
セ
ン
タ
ー
（
今
町
一
丁
目
住
友
生
命

ビ
ル
３
階
）

※
弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談
（
第

１
・
３
水
曜 

午
後
１
時
〜
４
時
／
要

予
約
）
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

鳥
取
自
動
車
保
険

請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
（
０
８
５
７
）

24̶

４
２
３
３

　

母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
の
ひ
と
り

親
の
み
な
さ
ん
が
、
日
ご
ろ
、
子
育

て
や
日
常
生
活
、
経
済
的
な
自
立
の

悩
み
な
ど
困
っ
て
い
る
こ
と
や
、
支

援
者
・
支
援
策
へ
の
希
望
な
ど
に
つ

い
て
、
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
相

談
会
場
で
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護

し
、
予
約
不
要
で
す
の
で
、
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き　

12
月
10
日
（
日
）・
平
成
19

年
１
月
14
日（
日
）・
２
月
11
日（
日
）・

３
月
11
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
〜

５
時

と
こ
ろ　

シ
ャ
ミ
ネ
鳥
取
店
１
階
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
方
面
入
口
（
東
品
治
）

※
相
談
に
は
、
母
子
自
立
支
援
員
・

東
部
福
祉
事
務
所
職
員
の
２
人
で
応

じ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

鳥
取
県
東
部
総
合

事
務
所
福
祉
保
健
局
福
祉
支
援
課

母
子
福
祉
係 

（
０
８
５
７
）
22̶

５
６
２
５

無料相談

特
設
人
権
相
談
所

ひ
と
り
親
家
庭
休
日
相
談
会

交
通
事
故
相
談

水道局からのお　　　らせ知

　水道局では、水質基準を満たした安全な水道水をお
届けしていますが、鉛製給水管が使用されている家庭
では、長時間水道を使用しなかった場合、ごくわずか
の鉛が溶け出していることがあります。
  このため、朝一番や長い間留守にした時の使いはじ
めの水は、念のためバケツ一杯程度を目安に、飲み水
以外（トイレや洗濯など）に使用することをお勧めし
ます。
　水道局では、水道メーターまでの鉛製給水管の取替工
事を計画的に実施しています。その際の宅地内掘削にご
協力をお願いします。
　なお、水道メーターから蛇口までの鉛製給水管の取
り替えは、所有者の負担となります。
　各ご家庭の鉛製給水管使用の有無など、不明な点に
ついては、水道局へお問い合わせください。
■問い合わせ先　水道局
　 ▽給水管について （0857）53-7933
　 ▽水質について　 （0857）53-7963

鉛製給水管鉛製給水管についてについて

■問い合わせ先　市役所駅南庁舎市民税課
                        （0857）20－ 3415

会社などを
退職したときは
　市・県民税は，前年の所得に
対して課税されます。そのため、市・県民税が給与天引
き（特別徴収）されている人が退職した場合、残りの市・
県民税の納付方法は次のようになります。
＜ 6月～ 12月の退職＞
　退職時に一括納付する方法（退職する勤務先へ依頼し
てください）と、送付された納税通知書で納付する方法
（普通徴収）があります。
＜ 1月以降の退職＞
　退職時に残りの税額を一括納付します。
　一括納付できなかった場合は、本人あてに納税通知書
を送付します。
　なお、すぐに就職し、引き続き特別徴収を希望する場
合は，退職する勤務先の担当者へ申し出て手続きを行っ
てください。

【市・県民税 】

「自殺予防いのちの電話」による
相談の実施について
　社会福祉法人 いのちの電話では、さまざまな悩みに
苦しむ人からの電話を24時間体制で受け付け、相談に
あたっております。このたびさらに多くの人からの相談
を受けられるよう、下記のとおり「フリーダイヤル」（無
料）による電話相談を実施します。

期　　間　12月1日（金）午前0時～８日（金）午前0時
電話番号　０１２０ー７３８－５

こ こ ろ
５６
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問い合わせ先
　 市立病院総務課　 （0857）37－1522

P
ペット・シーティー

ET/CTによるがん検診

In
fo

r
m

a
tio

n

障害者週間です みんなの手みんなの手
組んで広げる組んで広げる
福祉の輪福祉の輪

12月3日（日）から 9日（土）は12月3日（日）から 9日（土）は

　「障害者週間」は、障害のある人の福祉について国民に広く関心と理解を深める
こと、また、障害のある人が社会、経済、文化などあらゆる分野の活動に積極的に
参加する意欲を高めることを目的として、「障害者基本法」に基づき設けられました。
　鳥取市は、平成元年に福祉都市を宣言し、障害のある人や高齢者など全ての人
に優しいまちづくりをめざしています。
　みなさんも、この「障害者週間」をきっかけに、誰もが尊重され安心して暮らせる、
福祉のまちづくりの実現をめざして、こころの輪をひろげましょう !!

相談支援事業相談支援事業

■問い合わせ先　
市役所駅南庁舎生活福祉課 （0857）20-3471

　本市では、次の 3つの事業所が相談支援事業を行って
います。障害のある人や介護されている人が、地域で安心
して生活していくために必要となる情報の提供や専門機関
の紹介などを行っていますので、お気軽にご相談ください。

『障害者福祉センター（さわやか会館）』
ところ　富安二丁目 96番地 （0857）27－3338
『障害者支援センターしらはま』
ところ　伏野 2259 番地 17 （0857）59－6036
『特定・特別医療法人 明和会医療福祉センター
相談支援センターサマーハウス』
ところ　湯所町一丁目 131番地 （0857）36－1151

『さわやかサロン』
と　き　毎週火曜日　午後1時 30分～3時
ところ　さわやか会館3階（富安二丁目）　
申込先　市役所駅南庁舎生活福祉課 （0857）20－3471
『南部地域精神障害者デイケア』
と　き　毎月第1金曜日
詳細は南部地域の各総合支所福祉保健課へ

『西部地域精神障害者デイケア』
と　き　平成19 年1月 25日（木）・3月 23日（金）
詳細は西部地域の各総合支所福祉保健課へ

デイケア事業デイケア事業

　本市では、精神科に通院中の人を対象として、市内 3
カ所でデイケアを実施しています。
　レクリエーションなどを通して交流を深めながら、日常
の相談のできる場です。

島し
ま
た
に谷　

康や
す
ひ
こ彦

市
立
病
院　

診
療
部
副
部
長（
放
射
線
科
）

　従来より行われている検診の種類とし
ては、
1. 細胞自体を観察：肺がん喀

かくたん

痰細胞診、
　子宮頚部細胞診
2. 形の異常を観察：単純X線写真、マン
　モグラフィ透視検査、内視鏡検査、超
　音波検査、CT、MRI
3. 障害を受けた組織の間接所見：便潜血
　検査
などがあります。
　PETは、細胞のぶどう糖代謝を利用し
た検査法で、がん細胞に目印をつけるこ
とができるようになりました。 PET の利
点としては、一度に全身を検査でき、病
変の質をとらえ、苦痛がほとんどないこ
とです。
　無症状の検診者に対するがん発見率が
約 2％と報告されており、従来の健康診

断が0.1 ～ 0.3％とされるのに比べると非
常に高い発見率といえます。
　最近では、PET と CT が一体化した
PET/CTの登場でその診断能は飛躍的に
向上しましたが、全てのがん細胞を見つ
けられるわけではありません。従来の検
査方法と適宜併用することが、がんの発
見率をさらに高めます。

　下記のとおり講演会を開催します。当日は、
検診についてもっと詳しくお話しいたします
ので、多数のご来場をお待ちしています。
と　き　12月 6日（水）午後6時～7時
ところ　さざんか会館　5階 大会議室
演　題　「PET/CTによるがん検診」
講　師　島谷　康彦
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※日程が変更になる場合があります。
　必ず会場にご確認ください。　

〔　〕は開演時間
（有）は有料　

C onvention
コンベンション施設の催し案内

12月
イベント／展示／会議

1日（金）

16（土）・17（日）
30日（土）

3日（日）
17日（日）

1日（金）

3日（日）
9日（土）
10日（水）
18～21（月～木）
23日（土）

平成18年度鳥取市社会福祉大会 妻
め が

鹿ふみ子さん講演会ほか
［午後1時30分］
全日本アンサンブルコンテスト鳥取県大会［午前9時30分］
関西京都今村組年末ライブ inとっとり［午後7時］（有）

第69回鳥取県東部カラオケ同好会発表会［午前10時］
第18回鳥取大学奇術部学外マジックショー［午後1時30分］

ふるさとの映像を見る会　「鳥取港開港」 ほか
［午前10時・午後2時］

アールツー・トーオンアクターズ鳥取校合同発表会［午後2時30分］（有）
街中ええもん市［午前10時］
鳥取環境大学DANCE SCHOOL［午後2時］
クリスマスは商店街がおもしろい！［午前11時］
パレットとっとりクリスマスイベント［午前10時］

■【市民会館】掛出町・ （0857）24－9411

■【文化ホール】吉方温泉三丁目・ （0857）27－5181

■【視聴覚ライブラリー】吉方温泉三丁目・ （0857）20－3362

■【パレットとっとり市民交流ホール】弥生町・ （0857）39－2555

■ 県民文化会館
　

△

 こころとからだのharmonyみんなのダンス発表会
　　 3日（日）［午後3時］（有）
　

△

鳥取大学フィルコール第47回定期演奏会16日（土）［午後2時］（有）
■ 文化センター　
　

△

第 22

回

合同作品展1日（金）～4日（月）［午前10時］
　

△

鳥取大学ギターアンサンブル第36回定期演奏会
       2日（土）［午後1時］（有）
　

△

鳥取大学マンドリンクラブ第48回定期演奏会
       9日（土）［午後2時］（有）
■ 福祉文化会館
　

△

第 69回秋の洋蘭展示会1日（金）～3日（日）［午前9時］

市 民 文 化 祭

問い合わせ先　鳥取市文化団体協議会 （0857）20-0515

どなたでも参加できます。

■と　き　12月9日（土）午後6時～
■ところ　鳥取市国際交流プラザ（湖山町西一丁目）
■入場料　300円
問い合わせ先　鳥取市国際交流プラザ （0857）31-3253

ダンスで国際交流
　～ いっしょに踊りましょう ～（ ディスコなど・・・ ）

国際交流プラザ国際交流プラザからのからのお知らせお知らせ

因幡万葉歴史館

クリスマスコンサート♪
　クリスマスソング盛りだくさんの楽しいコ
ンサートを開催します。一足早いクリスマス
気分を味わいませんか？
■と　き　12月16日（土）午後4時30分～6時30分
■ところ　因幡万葉歴史館　エントランスホール
■内　容　 ▽ギター弾き語り（山本忍さん）
　　　　　 ▽ゴスベル（リトルバード）
■入場料　無料
問い合わせ先　因幡万葉歴史館 （0857）26-1780

　　●
鳥取砂丘
こどもの国

こどもの国入口

砂丘会館

サンドパル

リフト

砂
像

砂丘センター

●エッセリーニの丘
●サンドパルとっとり
★砂の美術館★砂の美術館★砂の美術館

鳥取砂丘
イリュージョン

馬の背

砂丘を彩る光の祭典

鳥取砂丘イリュージョンⅣ鳥取砂丘イリュージョンⅣ
　広大な冬の鳥取砂丘を、今年も約 20万球の電球によっ
て幻想的に光り輝くイルミネーションで演出します。

と　き　  12 月 22日（金）　～１月3日（水）　
         　  午後６時～10時 
　　　　  ※ 31日（日）は翌午前１時まで点灯します。
ところ　  鳥取砂丘周辺

　運営はみなさんの
善意によって支えら
れています。ご来場
の際には、1口 100
円の「鳥取砂丘イリュ
ージョン協力金」に
ご協力ください。

『ボランティアの募集』
　鳥取砂丘イリュージョン実行委員会
では、一緒にイベントを運営していた
だくボランティアを募集しています。
　申し込みは随時受け付けています。
募集内容
①イルミネーション設置ボランティア
事前のイルミネーション設置作業
②イベントボランティア
イベント実施日の会場準備や場内整理
③本部ボランティア
開催期間中の本部業務や募金受付など

ご協力を！ご協力を！

■期間中、シャトルバス（鳥取駅～会場間）を運行します。■期間中、シャトルバス（鳥取駅～会場間）を運行します。
　運　賃（片道）：大人３００円、小人１５　運　賃（片道）：大人３００円、小人１５０円０円
鳥取駅発 17：50 18：50 20：10 21：10
砂 丘  発 18：25 19：45 20：45 22：00

オープニングセレモニーオープニングセレモニー
ク リ ス マ ス コ ン サ ー トク リ ス マ ス コ ン サ ー ト
年越しカウントダウン年越しカウントダウン

２２日（金） ２２日（金） 午後５時３０分午後５時３０分
２３日（土）２３日（土）午後６時午後６時（鳥取砂丘駐車場）（鳥取砂丘駐車場）

３１日（日）３１日（日）午後１１時５０分午後１１時５０分

サンタさんから

のプレゼント

があるよ！

問い合わせ先　観光コンベンション推進課 （0857）20-3227

毎日やってます！
点灯式：午後6時（鳥取砂丘駐車場）　点灯者になれるかも！？
イリュージョンライブ：午後7時・8時1日2回（ラクダ屋2階）

少年問題を考える少年問題を考える

関西京都今村組

年末ライブ inとっとり

■問い合わせ先　
少年問題を考える鳥取の会 （090）7509-8170（夜）
生涯学習課（市文化センター内） （0857）20-3363

と　き　12月 30日（土）午後7時～ 9 時
ところ　市民会館
入場料　大人1500円・高校生800円
　　　　中学生以下無料
※チケットは、県民文化会館・市民会館などでお求めください。

ロッ
クソ
ーラ
ン

ロッ
クソ
ーラ
ン

　『関西京都今村組年末ライブ』が下記のとおり開催さ　『関西京都今村組年末ライブ』が下記のとおり開催さ
れます。主催は、いろいろな角度から子どもたちと同れます。主催は、いろいろな角度から子どもたちと同
じ目線で接し、対話することで少年問題に取り組んでじ目線で接し、対話することで少年問題に取り組んで
いるいる『少年問題を考える鳥取の会』です。『少年問題を考える鳥取の会』です。
　　鳥取からは『鳥取からは『BB

バ ー ドバ ー ド

IRDIRD  CC
シ テ ィシ テ ィ

ITYITY  BB
ブ レ ー カ ー ズブ レ ー カ ー ズ

REAKERSREAKERS』が参加します。』が参加します。
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と　き　11月 29日（水）～11月 29日（水）～
　　　　平成18年１月8日（月）　　　　平成18年１月8日（月）
　　　　午前9時～午後5時　　　　午前9時～午後5時
  ※祝日を除く毎週月曜日および
  　12/29 ～ 1/3 日は休館
ところ　青谷上寺地遺跡展示館　青谷上寺地遺跡展示館　
　　　　（青谷町青谷）　　　　（青谷町青谷）
問い合わせ先　青谷上寺地遺跡展青谷上寺地遺跡展
示館示館　（0857）85－0841

環境政策学科 /環境デザイン学科 /情報システム学科環境政策学科 /環境デザイン学科 /情報システム学科
http://www.kankyo-u.ac.jp/http://www.kankyo-u.ac.jp/
E-mail:nyushi@kankyo-u.ac.jpE-mail:nyushi@kankyo-u.ac.jp

シリーズvol.10シリーズvol.10環境大学環境大学

　地球環境問題について、「環境問題－未来へのメッ
セージ－」をテーマに全国の高校生から論文を募集し、
1088 件の応募があり、10月 8日（日）には、入賞者
の論文発表と表彰式、そして、北

きたの

野 大
まさる

 さんの特別講演
を行いました。
　今年度は、県内から
初めて倉吉西高 1年
西
にしむら

村さおりさん（鳥
取市長賞）と鳥取西
高 2年の金

かねとう

藤三
み か

花さ
ん（佳作）が入賞し
ました。

トピックス

TOPICS

■■問い合わせ先問い合わせ先
　入試広報課　入試広報課

　　（0857）（0857）38-672038-6720

　本学が進めてい
る、「どこですカ
ーシステムによる
マイカー通学者の
エコバス乗り換え
と、廃食油利活用
による化石燃料ゼ
ロ型省エネルギー
事業」が、独立行
政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥ
ＤＯ）の民生部門等地球温暖化対策実証モデル事業
に採択されました。
　本事業では、通学・通勤者のマイカー利用を減らし、
ＣＯ2（二酸化炭素）削減に取り組むために、今年 10
月 10 日から廃食油を精製したＢＤＦ燃料と軽油の混
合燃料で走るスクールバスを運行しています。本学と
鳥取駅などを結ぶ 2路線で各 4往復し、バスの運行
位置を携帯電話で確認することもできます。また、学
生・教職員以外でも、家庭で出た廃食油を公民館に提
供ことで、市民のみなさんにも乗車していただけます。
ぜひご利用ください。

第3回全国高校生環境論文
TUESカップ論文発表会

BDF（BDF（バイオディーゼル燃料バイオディーゼル燃料））
スクールバスに乗ってスクールバスに乗って
エコライフを！エコライフを！

プロジェクト
研究紹介

PROJECT

　

先
日
、
弥
生
時
代
で
は
最
長
の
柱

が
青
谷
上
寺
地
遺
跡
で
出
土
し
て
い

た
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
長
さ
７
・

24
㍍
、
直
径
約
17
㌢
の
柱
は
、
ど
の

よ
う
に
加
工
し
た
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
柱
は
、
地
中
に
埋
め
て
い

た
部
分
や
先
端
部
分
も
含
め
ば
、

も
っ
と
長
く
、
太
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
ス
ギ
の
木
を
加
工
す
る
た

め
に
は
、
石
製
や
鉄
製
の
斧
を
使

い
ま
す
。
伐
採
に
は
、
太
型
蛤
刃

石
斧
、
加
工
に
は
柱
状
片
刃
石
斧

や
扁
平
片か
た
ば
せ
き
ふ

刃
石
斧
な
ど
を
使
用
し

ま
す
。

　

石
材
は
、
遺
跡
周
辺
の
石
だ
け
で

は
な
く
、
遠
く
か

ら
取
り
寄
せ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
安
山
岩
や

玄
武
岩
な
ど
は
、

青
谷
上
寺
地
遺
跡

の
近
く
で
採
れ
ま

す
が
、
安
山
岩
は

板
状
に
割
れ
や
す
い
の
で
硬
い
木
に

打
ち
込
む
と
、
刃
が
壊
れ
や
す
い
と

い
う
欠
点
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
青
谷
上
寺
地
の
人
々

は
倉
吉
市
や
関
金
町
周
辺
で
閃

せ
ん
り
ょ
く緑

岩が
ん

や
斑は
ん

レ
イ
岩が
ん

を
採
取
し
た
り
、

さ
ら
に
中
国
山
地
を
越
え
て
岡
山

県
北
部
ま
で
片へ
ん

岩が
ん

や
粘ね
ん
ば
ん
が
ん

板
岩
を
求

め
て
出
か
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
関
金
方
面
で
あ
れ
ば
舟
で

川
を
さ
か
の
ぼ
れ
ば
川
床
か
ら
転

石
を
拾
え
ま
す
が
、
岡
山
県
ま
で

は
山
や
谷
を
越
え
て
行
き
、
歩
い

て
石
を
運
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
。

弥
生
の
生
活
を
体
験
！

石
を
選
ぶ

時
を

青谷上寺地遺跡出土石の工具

三朝層群三朝層群
白亜紀～古第三紀火成岩類のうち
閃緑岩・斑レイ岩等が求めうる範囲
三群変成岩
青谷上寺地遺跡
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前列左端が西村さん、後列中央が金藤さん前列左端が西村さん、後列中央が金藤さん

左から左から太型蛤刃石斧、柱状太型蛤刃石斧、柱状
片刃石斧、扁平片刃石斧片刃石斧、扁平片刃石斧



PUBLIC INFORMATION

鳥取市の人口

　男　：  96,895人 ［　63］

　女　：104,175人 ［　50］

合　計：201,070人   ［ 113］

世帯数： 75,223　   ［ 117］
　　平成18年11月１日現在［　］内は前月比

鳥取市役所　

（0857）22ー8111㈹

（0857）20ー3040

〒680ー8571
　（郵便物は郵便番号と課名のみで届きます）

本 庁 舎　尚徳町116番地　

第2庁舎　上魚町39番地

駅南庁舎　富安二丁目138番地4

鳥取市ホームページアドレス　

http://www.city.tottori.tottori.jp/

ホームページ抜粋版

（携帯電話対応アドレス）

http://www.city.tottori.tottori.jp/mobile/

電子メール　

pl-tori@city.tottori.tottori.jp

各総合支所　

国府 （0857）39ー0555

福部 （0857）75ー2811

河原 （0858）76ー3111

用瀬 （0858）87ー2111

佐治 （0858）88ー0211

気高 （0857）82ー0011

鹿野 （0857）84ー2011

青谷 （0857）85ー0011

編集・発行
鳥取市企画推進部秘書課広報室
（0857）20ー3159
印刷／富士印刷株式会社

※住民登録人口と外国人登録人口を合計した
ものです。

Vol.8Vol.8市長からの手紙

韓国清州市訪問と北東アジアとの経済交流
　鳥取市と韓国清州市は、姉妹都市として平成 2年以来、
文化・スポーツの市民交流や中学生の相互訪問、行政・議会
の交流などを続けています。本年 2月には日韓産学官連携
フォーラムを本市で開催しました。本年 10月、私は清州市
を訪問し、新しく就任された南

ナム
相
サンウ
宇市長をはじめ多くの方々

にお会いし、各分野での交流を一層推進させることを確認し
ました。清州市長からは、これからは特に経済交流に力を入
れたいとの提案も受けました。
　ところで、私はこういった交流の基礎となるのは、人と人
との親近感や信頼感だと思っています。南市長主催の歓迎夕
食会において、今年 8月に清州市立舞踊団がしゃんしゃん
祭に参加していただいたお礼を述べた際に、「朝

アチミスル
露」という

韓国の歌を歌いました。そして 8月 13日の朝、樗
おうちだに

谿公園で
の舞踊団公演前の待ち時間に、朴

パク
再
ジェ
姫
ヒ
団長とこの曲を一緒

に歌ったことを説明すると、南市長はとても感激されました。
また 11月の「とっとりきらめき祭」では、姉妹都市郡山市
の安

あさか
積黎
れいめい
明高校合唱団の唱歌メドレーが、大きな感動を呼び

ました。歌には人の心を結びつける大きな力があるのではな
いでしょうか。
　清州市訪問に続いて日本、韓国、中国の日本海に面した主
要都市の代表者で構成された「環日本海拠点都市会議」に出
席し、鳥取港活用の可能性を中心に本市の紹介をしました。
鳥取自動車道の開通を目前にした今、北東アジアに開かれた
交易や観光の拠点として、鳥取港や鳥取空港の活用の可能性
を広げることが、地域経済活性化のために重要です。
　本市の 20 万都市づくりビジョンの第一は、「広域交流観
光の展開」です。市民・企業の皆さん、10年先20年先を見据
えて北東アジアの国々と、人と人、地域と地域を結びつける
幅広い取り組みを力強く展開していこうではありませんか。

　　　　　　　　　　　　　　　鳥取市長　竹 内　功

環日本海拠点都市会議環日本海拠点都市会議（（10月 20日10月 20日 韓国東海市） 韓国東海市）
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つ・ぶ・や・き
◆鳥取の冬の食べ物と言えばカニ。松葉ガニ漁が解禁
となり初競りの写真を撮りに出かけた。賀露の市場は、
立派な松葉ガニがずらりとならび、威勢のいい声が響
きわたっていた。次々に競り落とされるカニ。今日の最
高値は1匹2万円！ いったいこのカニはどこの誰が食べ
るのだろうか？ 探究心がすごく湧いた。でも、それを知
ったところで、私の口に入るわけではなく、むなしくなる
だけか～。でもちょっと気になる。（康）
◆1年が経つのは本当に早いですね。この前、年末の準
備をしたと思っていたのに、あっという間にまた12月で
す。さて、みなさんはそろそろ新年を迎える準備に取り
かかっておられますか？ 私はというと、年賀状･･･早め
に書こうと思いながら、いつもギリギリになってしまいま
す。大掃除･･･「こまめにしておけば、こんなに必死にな
らなくてもよかったのに」と毎年反省。今年こそ気持ち
のいい新年を迎えられるよう早めにかかろうと思いま
す。ではみなさん、よい新年をお迎えください。(i.n)

〒 680ー8571　市役所本庁舎秘書課広報室
　　　　　　 （0857）20ー3159
　　　　　　 （0857）21ー1594
電子メール　kouhou@city.tottori.tottori.jp

※市内にあるギャラリーをシリーズで紹介しています。
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 INTRODUCTION

時　間　9：00 ～21：00
　　　 　（展示は 19：00 まで）
壁　面　29ｍ
天井高　2.7ｍ
その他　長机、いす

〔おもな施設データ〕

作
や
演
奏
会
の
場
と
し
て

も
利
用
で
き
ま
す
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利
用
は

で
き
ま
せ
ん
。

Vol.6Vol.6

イベント案内

200g
1 個
60g
40g

材料（４人分）

サツマイモは皮つきのまま輪切りにし、やわらかくゆでた
後、水気をきって軽くつぶす。
ブロッコリーは小房に分けて色よくゆでる。（レンジで加
熱してもよい）
タマゴは固ゆでにしてざく切りにする。
① ② ③とコーンをさっくりと混ぜ合わせ、マヨネーズ、塩、
コショウで和える。
器にサラダ菜を敷き、④を盛ってトマトを添える。

1.

2.

3.
4.

5.

１
人
分

サツマイモ
卵
ブロッコリー
コーン（缶）

健康づくりのための簡単に
できる朝食の一品を、９回
シリーズで紹介しています。

朝食編朝食編Vol.Vol.８８ 食生活改善推進員連絡協議会鹿野支部

食し
ょ
く

カラフルサラダ

大さじ２
少々
4枚

1/2 個

マヨネーズ
塩・コショウ
サラダ菜
トマト

一口メモ… 朝食に、食物繊維が
豊富で栄養バランスのとれたこ
の簡単サラダをぜひどうぞ。今
日も元気に頑張りましょう！

毎月１９日は「食育の日」です。
みんなで楽しく食事をしましょう！
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鳥取市文化センター

文化活動ひろば 吉方温泉三丁目 701
 （0857）20－0515

エネルギー  160kcal、
たんぱく質   3.7g、脂質   7.1g、
カルシウム  41mg、
鉄 1.1mg、塩分 0.9g 

とき　12月1日（金）～ 4日（月）
第２２回合同作品展

集
つれ

の会展覧会
とき　12月 6日（水）～10日（日）

 読者プレゼント

応募方法　ハガキに住所・氏名・電
話番号・年齢を明記のうえ、「とっ
とり市報」を読まれたご意見、ご感
想を右記までお送りください。
締め切り　12月 25日（水）当日消印有効

応募先　〒 680ー8571 鳥取市役所秘
書課広報室「とっとり市報読者プレ
ゼント」係
※当選者の発表は発送をもってかえ
させていただきます。

「とっとり市報」へのご意見、ご感想をお寄せください。
抽選で10名様に抗ウイルスマスクをセットでプレゼントします。

抗ウイルスマスク・バリエール 　抗ウイルスマスク「バリエール」は、
鳥取大学と用瀬電気株式会社の共同
研究により開発されたマスクです。こ
のマスクは、独自の４層構造（抗ウイ
ルス加工処理フィルターおよび高性
能撥

はっすい

水性フィルターのダブルブロッ
ク構造）で、さまざまな花粉や一般細
菌およびインフルエンザ（せき・くし
ゃみ）などのウイルス飛

ひまつ

沫の体内侵入
を防止します。また、３本ヒダ仕立て
の違和感のない立体装着を可能にし
ています。今回は、このマスクを、開
発製造している用瀬電気株式会社よ
りお届けします。

末広通り至本通り

▼

至立川 ▼

鳥取駅 八坂鳥取駅

山
白
川

八坂

▼

▼
京都 ▼

至鳥取駅

▼

国体道路

JR山陰線

●歯科医師会館

永楽通り

鳥取市
文化センター

１セット：２枚入１袋、各種１枚入３袋（計 5枚）１セット：２枚入１袋、各種１枚入３袋（計 5枚）


